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『
源
平
盛
衰
記
」
全
釈
（
一
－

巻

－

２
）

コ

川

厚

冒橋
｜ ．

I に♪

訊

良

成

ノｋ

【

俊

立

正

知

元

日
，
漢

。
高

祖

浦
公

タ

リ

シ
時

、

項

羽

ト

，
雍

丘

ト

ー行

所

ソ

ー
テ
、

秦

ノ

、
軍

卜

合
戦

ス
。

浦

公

ノ
兵

、

諸

侯

ニ

，
先

立

テ

覇
上

二
至

ル
。

，
秦

ノ
王

子

嬰

、

皇

帝

璽

符

ヲ

，
捧

ゴ
７　
降

人

二
参

ル

。

諸

将

コ

レ

ヲ
殺

サ

ン

ド
云

合

浦
公

降
人

。
殺

作
事
不

祥

也

ト

テ

、
，
吏

二
預

ご
フ
ル

。

咸

陽

宮

二
人

，
テ
、

暫

，
休

ま

ト

シ
給

。
ケ

ル

ヲ
、
奨

噌

・

張

良

諌

。
申

、
ケ

レ

バ
、

秦

ノ
1
0宝
物

タ

ル
庫

共

ヲ
1
1封

ジ

テ
覇

上

二
帰

，
給

。
ケ

リ
。

秦

ノ
父

老
「
一
七
ノ

苛
法

ノ
1
2
政

二
苦

，
メ

ル

ヲ
召

，
集

ご
乙

日一
。
ケ

ル

ハ
、
「
吾

諸

侯

卜
約

束

シ
テ
、

先

二
関

二
人

ラ

ン
者

ヲ
王

ト

セ

ン

ト
云

。
牛
。

吾

既

二
先

二
1
3人

。
王

タ
ル

ベ

シ
」

ト
テ

、
父

老

卜
三

章

ノ
法

ヲ
約

シ
給

。
ケ

リ

。
「

人

ヲ

殺

セ

ラ

ン
者

ヲ

バ
、
死

セ

シ
メ

ン
、

人

ヲ
破

り
及

戻
ュ
セ

ラ

ン
者

ヲ

バ
罪

ニ
イ

タ
サ

ン

。
此

。
外

ハ

秦

ノ
法

ヲ
1
5除

テ
捨

。
ヨ
」
1
6ト
宣

。
ケ

ル
。

十

一

月

二
項

羽

諸

侯

ノ
兵

ヲ
1
7引

、

関

二
入

ラ

ン

ト

ス
。

守

弓

関

、
兵

ア

リ

テ

、
人

。
事

ヲ
得

ズ
。
1
9又

浦
公

咸

陽

宮

ヲ

破

ご
ア
、

其

。
威

ヲ

施

ス

ト
聞

，
テ
、

項

羽

大

ご
こ

怒

テ
、
2
1関

ヲ
撃

、

遂

ニ
Ｊ

臣
2
3曹

無

傷

上
「

者

、

項

羽

ニ
2
4中

言

シ
テ

、

浦
公

王

タ

ラ

ン

ト

ス

ト
言

。
タ

リ

ケ

レ

バ
、

項

羽

弥
2
5
憤

テ
、

浦

公

ヲ

ウ

タ

ン
ト

ス

。

爰

二
2
6項

羽

一
家

二
項

伯

上

冊

者

、

浦
公

二
志

ア

リ

ケ

レ

バ
、
2
7失

ナ

牛
由

ヲ
2
8述

ベ
テ

、
2
9殺
「
一
八
事
不

義

也

ト

諌

。
ケ

レ

バ
、

其

。
事

暫

必

思

止

ニ
ケ

リ

。

サ

テ
浦

公

鴻

門

二
丿
只

テ
項

羽

二
対

面

シ

テ
、

評

ー
心

ナ

キ

由
、

慰

二
謝

シ

ケ

レ

バ
、
3
2項

羽
云

？

、
「
是
3
3ハ

浦
公

が
左

司

馬
3
4曹

無

傷

ガ

告

。
タ
ル

也
。

サ

ラ

デ
ハ

争

力

知

。
べ
牛
。

ズ
且
ク

ト
マ

マ
リ

給

へ

、
酒

ス

ヽ
メ

ン
」

ト
テ

、

留
詣
置
ヶ
リ
。

【
校
異
】
―
こ
こ
か
ら
、
次
節

に
引
く
「
其
夜
ノ
恥
辱

ヲ
遁

レ
ケ
リ
」
ま
で
、
〈
蓬
・
静
〉
一
字
下

げ
。
２
〈
近
〉「

漢
。
」
な
し
。
３
〈
蓬
〉「

雍
兵

卜
」
。
４
〈
蓬

静

〉

ニ

テ

な

し

。

５
〈
近

〉「

ぐ

ん
と

」
、
〈
蓬

・

静
〉
「
軍

と

」
。

６
〈
近

〉「

さ

き
た

っ
て

」
、〈
蓬

・

静
〉「

さ

き

た

ち

て
」
。

７
〈
近

〉「

し

ん

の

わ

う
し

ゑ
い

」
、
〈
蓬

〉「

秦
王

子

嬰

」
、
〈
静

〉

「
秦
王

子

嬰

」
。

８

〈
近

〉
「

さ
ｘ

け

て
」
、
〈
蓬

〉
「
奉

り
て

」
、
〈
静

〉
「

た

て

ま

っ

り
て

」
。

９

〈
近

〉
「

シ

ニ
」
。
1
0
〈
近

〉
「
ほ

う
も

っ
た

る
」
、
〈
蓬

〉
「
宝

物
お

さ
め

た

る

」
、

「

め
」
補

入

、
〈
静

〉
「

宝

物

お

さ

め

た

る
」
。

‥１１
〈
近

〉
「
ほ

う
し

て
」
、
〈
蓬

・

静

〉
「
封

し

て

」
。
1
2
〈
蓬

・
静

〉
「

政

ニ
」

な
し

。
1
3
〈
近

〉
「

い

る
」
、
〈
蓬

・

静
〉
「
入

れ

り

」
。

（
一
）

２



Ｔ

）

1
4〈
近

〉
「

ぬ
す

み

せ

ら

ん
も

の

を

は
」
、
〈
蓬

〉「

盗
せ

ん
者

を

は
」
、
〈
静
〉「

盗

せ

む

者

を

は
」
。
1
5
〈
近

〉「

の

そ

ひ

て
」
、
〈
蓬

・

静

〉「

の
そ

き

て
」
。
1
6
〈
近

・
蓬

・
静

〉「

と

そ
」
。
1
7
〈
近

〉
「

ひ

き
」
、〈
蓬

〉
「
引

て

」
、〈
静

〉
「

引

て
」
。
1
8
〈
近

〉
「

く

は

ん

を
」
、〈

蓬
〉
「
関

を

」
、〈
静

〉
「

関

を
」
。
1
9
〈
蓬

〉
「
又

」

な

し
。
2
0
〈
近

〉
「
い

か

つ
て
」
、
〈
蓬

〉

「
怒

て

」
、
〈
静

〉
「
怒

て

」
。
2
1
〈
近

〉
「

関

を

ひ

き
」
、「

関

を
」

補

入

、
〈
蓬

〉
「
関

を

撃

て
」
、
〈
静

〉
「
関

を

撃

て

」
。
2
2
〈
近

〉
「

け

と

」
、
〈
蓬

・
静

〉
「

戯

と
」
。
2
3
〈
蓬

・
静

〉

チ
ウ
フ
シ
ヤ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

チ
ウ
ケ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

イ
カ
リ
　
　
　
　
　
　

イ
カ
ツ

「

冑

無

傷

と

」
。
2
4
〈
近

〉
「

な
か

こ

と

し

て
」
、
〈
蓬

・

静

〉
「
仲

言
し

て
」
。
2
5
〈
近

〉
「
い

き

ど

を

っ

て
」
、
〈
蓬

〉
「
唄

て
」
、
〈
静

〉
「
噴

て

」
。
2
6
〈
近

〉
「
か

う
う

の

い

ち

か

カ
ウ
ウ
イ
ツ
ケ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ト
カ
　
　
　
　
　
　
　
ノ
タ
イ
　
　
　
　
　
　

ノ
ヘ

に
」
、
〈
蓬

〉
「
項

羽

一
家

に
」
、
〈

静
〉
「

項

羽

一

家

に
」
。
2
7
〈
近

〉

フ
ソ
ツ
」
、
〈
蓬

・

静

〉
「
失

」
。
2
8
〈
蓬

〉
「
宣

て
」
、
〈
静

〉
「
宣

て
」
。
2
9
〈
近

〉
「

こ

ろ
す

こ

と

ふ

ぎ

な

り

と
」
、〈
蓬

〉
「

こ

ろ

さ
ん

事
不

ぃ
義

也

と
」
、〈
静

〉
「

殺
で

事
不

義

也

と
」
。
3
0
〈
近

〉
「

お

も

ひ
と

ゝ
ま

り

に

け

り
」
、〈
蓬

〉
「
思

留

に
け

り

」
、
〈
静
〉
「

思
留

に

け

り
」
。
3
1
〈
近

〉

「

ゆ
ひ

て
」
、
〈
蓬

〉
「
行

て
」
、
〈
静
〉
「

待

て
」
。
3
2
〈
近
〉
「

か

う

う

の
」
。
3
3
〈
蓬

〉
「

ハ
」

な
し

。
3
4
〈
蓬
・
静

〉
「

冑

無

傷

か

」
。
3
5
〈
近

〉
「

よ

ろ

し

く
」
、
〈
蓬

・
静

〉
「

し

は

ら

く
」
。
3
6
〈
近

〉
「
お

け

り

」
、
〈
蓬

・
静

〉
「

を

き
け

り
」
。

【

注

解

」

○

昔

漢

高

祖

浦

公

タ

リ

シ
時
：
・
覇
上

二

至
ル
　

以

下

、

忠

臣

の
先

例

説
　
　
　

門

之

会
」

ス
高

〉

は

欠

く

）
以

降

は

、
〈
項

〉

に
よ

り

な

が

ら
、

独

自

本

文

を
形

話

と
し

て

、
「
鴻

門

之

会

」

の
説

話

を
引

く
。

家

貞

・

家

長

兄

弟

に
比

し

て

、

浦
　
　
　

成

し

て

い

る
。

一
方

、
〈
盛

〉

は

『
唐

鏡

』

に

そ

の
多

く

を
よ

り

な

が

ら

も
、

部

公

の
忠

臣

、
張

良

・
奨

噌

の

活

躍

を
引

け

ば

よ

い

の
だ

が
、
〈
盛

〉

は

そ

れ
以

前
　
　
　

分

的

に

『
唐

鏡
』

本
文

を
省

筆

し

た

り

（
以

下

『
唐

鏡

』
本

文

に
付

し

た

波

線

部

の

部
分

も
長

々

と
引

用

す

る

。
〈
盛

〉

の
中

国

故

事

説

話

引

用

に

お

け

る
傾

向

の
　
　
　

分

は
、
〈
盛

〉

が
省

筆

し

た

と

見

ら

れ

る
部

分

）
、
〈
項

〉

を

取

り
込

ん

で
本

文

を

ひ

と

っ
と

考

え

ら

れ

よ

う
。
以

下

の
「

鴻
門

之

会

」
ま

で

の
中

国

故

事

説

話

ス

盛

〉
　
　
　

再

構

成

し

た

り
し

て
、

独

自

本

文

を

作

り
上

げ
て

い

る

こ
と

を
確

認

す

る

。
〈
盛

〉

の
独

自

記

事

）

は

、

ほ

ぼ
同

文

関

係

に
お

い
て

『
唐

鏡
』

に
依

拠

す

る
（
山

下

宏
　
　
　

に
お

け

る
中

国

故

事

説

話

に

つ
い

て

は

、
「

中

国

文

献

不

在

の
中

国

説

話

群

」

と

明

）
。
〈
盛

〉

に
よ

る

『
唐

鏡

』

依

拠

、
お

よ

び
参

照

の
可

能

性

の
あ

る
記

事

は
他
　
　
　

も
評

さ

れ
、
〈
中

世

史

記

〉

的

言

説

と

の

重

な
り

に
注

目

す

べ

き
と

の
指

摘

が

あ

に
、
巻

三

「

朝

観
行

幸

」

に

お

け

る
朝

観

行

幸

由

来

の
記

事

、
巻
六

「
同

人

召

兵

」
　
　
　

る

が

（
楊

暁

捷
）
、

一

方

で

、

そ

う
し

た

異

説

を
排

除

し

、
〈
純

正

史

記

〉

的
言

説

に

お

け

る
幽

王

褒

似

蜂

火

の

記

事

、

巻

十

一
「

育

王

山

送

金

」

に

お

け

る
高

祖
　
　
　

に
忠

実

で

あ

ろ

う

と
す

る
態

度

も

併
存

し

て

い
る

こ

と

が
明

ら

か

と

な

る

。
以
下

、

医

師

の
記

事

か

お

る

（
牛

尾

久

美
子

、
楊

暁

捷

）
。

以
下

、

該

当

本
文

の

『
唐

鏡

』
　
　
　

具

体

的

に

検

討

す

る
。
『

唐
鏡

≒

御

年

四

十

八

二
テ
、

浦

公

ニ
ソ

成
玉

フ
、

其

後

、

－

（

本
文

は
、

彰

考

館

本

『
唐

鏡

』

に
よ

る

。
古

典

文

庫

、

一

九
六

五
・
８

）

と

『
史
　
　
　

項

羽

ト

雍

丘

ト
云

所

ニ

テ
、
秦

ノ
軍

卜
合

戦

ス

、
漢

ノ
元

年

十

月

ニ
、
浦

公

ノ
兵

、

記

』

項

羽

本

紀

（
以

下

〈
項

〉
）・『
史

記
』

高

祖

本

紀

（
以

下

〈
高

〉
。
〈
項

〉
〈
高

〉
　
　
　

諸

侯

二
先

立

テ
、
覇

上

二
至

ル

」
（
八

七

頁

）
、〈
項

〉

は
、
先

に
も

記
し

た
よ

う

に

、

本

文

は
、

い

ず

れ

も
新

釈

漢
文

大

系

『
史

記

』

を

使

用
。

明

治

書

院

）

と

を
引

用
　
　
　

こ

の
後

の

「
「
此

外

ハ

秦

ノ
法

ヲ
除

テ
捨

ヨ
」

ト
宣

ケ

ル
」

ま

で
、

該

当

本

文

な

し

、

そ

の
異
同

を
見

て

い
く

。
『
唐

鏡

』

は

、
「

鴻

門
之

会

」

ま

で

は

、

基

本

的

に
　
　
　

し

。
〈

高

〉
「

浦

公

与
二
項

羽
・
西

略

ぃ
地

、
至

上
刎
招

之

下

、
与
・
秦

軍

戦

、
大

破

は

〈
高

〉
（
〈
項

〉

は
、
〈
盛

〉

の

「
「

此

外

ハ
秦

ノ
法

ヲ
除

テ
捨

ヨ
」

卜

宣

ケ

ル

」
　
　
　

ぃ
之

、
斬
一
季

由
一：
・
漢
元

年

十

月

、
浦

公

兵

遂
先

諸

侯

‘至

こ
覇
上

Ｌ
。
『

唐

鏡
』

本

ま

で
、
該

当

本

文

な
し

）

に
よ

り
な

が
ら

、
独

自

本
文

を
形

成

し

て

い

る

が

、「

鴻
　
　
　

文

は
、

傍

線

部

に
見

る

よ

う

に

、
〈
高

〉

に
よ

る
。
〈
盛

〉

は
、
『
唐

鏡

』

本

文

に
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付

し

た

波

線

部

を
省

筆

し

て
本

文

を
再

構

成
し

て

い

る
。
〈
高

〉

に
よ

れ

ば
、

雍

丘

で

の
合

戦

は
、

秦
二

世

皇
帝

二

年

の
こ

と

、
覇

上

に
至

っ
た

の

は

、
翌

年

漢

の

几
年

十

月

の

こ
と

で

あ

る

が
、
〈

盛

〉

は

、

そ

の

経

緯

を

記

さ
な

い

た

め

、

雍

丘

か

ら

覇
上

へ

の
移

動

が
直

後

の

こ
と

の
よ

う

に

読

め

る
。
　

○

秦

ノ
王

子

嬰

、

皇

帝

璽

符

ヲ

捧

テ
降

人

二
参

ル

。
諸

将

コ

レ

ヲ

殺

サ

ン

ド
云

。

浦

公

降
人

殺
事

不

祥

也

ト

テ

、

吏

二
預

ラ

ル
　
『
唐

鏡

』
「
秦

ノ
王

子

嬰

、
皇

帝

ノ
璽

符

ヲ

奉

テ
、

降

人

丿

二
参

ル

、

諸
将

共

、
是

ヲ
コ

ロ
サ

ン

ト
申

ス
、

浦
公

ノ
云

、

降

人

ヲ

殺

サ

ン
事

ハ

不

祥

也

ト

テ

、

吏

ニ

ア

ツ
ケ

ラ

レ

ヌ

」
（
八

七

頁

）
、
〈
高

〉
「

秦

王

子

嬰

、

素

車

白

馬

、
係
ぃ
頚

以
ぃ
組

、
封
一
指

制
璽

符

節
・
、
降
・
軟

道
一
句
へ

釧

将

或
一戸

誄

’・
秦
王
・
、

－

浦

公

曰

、

始

懐
王

遣

ぃ
我

、
固

以

‘能

寛

容
・
。

且

人

已

服

降

、
又

殺

ぃ
之

不

祥

。

乃

―

以
・・
秦
王

属
ぃ
吏
」
（
五

三

〇

頁

）
。

傍
線

部

に
見

る
よ

う

に

、
『
唐

鏡

』

は

、
〈
高

〉

に
よ

る

。
〈
盛

〉
は

、『
唐

鏡

』
を

ほ

ぼ

そ

の
ま

ま
取

り

込

ん

で

い

る
。
〈
盛

〉
は
「
秦

ノ
王

子

嬰

皇
帝

、
璽

符

ヲ
」

と

も

読

め

る

が

、
〈
高

〉
『

唐

鏡

』

に

な

ら

い

、
「
秦

ノ
王

子

嬰

、

皇

帝
璽

符

ヲ
」

と

読

む
。
　

○

咸

陽

宮

二
入

テ
、

暫

休

ト

シ
給

ケ
ル

ヲ
、

焚

噌

・

張

良

諌

申

ケ

レ

バ
、

秦

ノ

宝

物

タ

ル

庫
共

ヲ

封

ジ

テ

覇
上

二
帰

給

ケ

リ
　
『

唐

鏡

』
「
咸

陽

宮

二
人

テ
、

息

マ

ン

ト

シ
玉

ヒ

ケ

ル

ヲ

、

奨

噌

、

張

良

、

諌
申

ケ

レ

ハ
、
秦

ノ
宝

物

ノ
庫

共

ヲ
封

シ
テ

、
覇

上

二
還

給

ヌ
」（
八

七

～

八
八

頁

）
、

－

－
　
　

－

－

〈
高

〉
「
遂

西

入
・・
咸

陽
一
。

欲
・
止

ぃ
宮

休

舎
・
。
焚

噌

・
張

良

諌

。

乃

封
一
秦

重

宝

財

物
府

庫
・
、
還

軍
・
覇

上

」（
五

三
〇

頁

）
。
傍

線

部

に
見

る

よ

う

に
、『
唐

鏡

』
は
、〈
高

〉

に

よ

る
。
〈
盛

〉

は
、
『
唐

鏡

』

を

ほ

ぼ

そ

の
ま

ま

取

り

込

ん

で

い

る
。

臣
下

が
主

の
危

機

を

救

っ
た

話

と
し

て

、
こ

こ

で

は
、
咸

陽

宮

に
留

ま

ろ

う
と

し

た
浦

公

を

、

奨

噌

と

張

良

が

諌

め

た

結

果

、

後

の
項

羽

の

攻

撃

の

口

実

を
未

然

に

防

い

だ

こ

と

が

記

さ

れ

る

。
　

○

秦

ノ
父

老

ノ

苛

法

ノ

政

二
苦

メ

ル

ヲ

召

集

テ
宣

ケ

ル

ハ

、

「

吾

諸

侯

ト

約

束

シ

テ
、

先

二
関

二
入

ラ

ン

者

ヲ
王

ト

セ

ン

ト

云

キ

。
吾

既

二
先

ニ

入

。
王

タ
ル

ベ
シ
」

ト

テ

、
父

老

ト

三

章

ノ
法

ヲ
約

シ
給

ケ

リ
　
『

唐

鏡
』
「

秦

ノ
父

老

ノ
苛

法

ノ
政

二
苦

シ
ツ

ル

ヲ
、
召

集

テ
、
ノ
玉

ハ

ク
、
吾

諸

侯

ト

約

束

シ
テ
、

先

二
関

二
入

ラ

ン
物

ヲ
王

ト

セ

ン

ト
云

牛

、
我

已

二
最

前

二
人

レ
リ
、
王

タ
ル

ヘ

シ
ト

テ

、
父

老
三

章

ノ
法

ヲ
約

シ
給

フ
」
（
八

八

頁
）
、
〈
高

〉
「
召

請
餌

父

老
豪

傑
一

曰

、
父

老
苦
二
秦

苛

法
一
久

矣

。

誹

膀

者

族

、

偶

語

者

棄
市

。
吾

与
・・
諸

侯
・
約

。

先

人
ぃ
関

者
王

ぃ
之

。

吾

当
ぃ
王

二
関

中
・
。

与
二
父

老
・
約
、

法

三

章

耳

」
（
五

三

一
頁

）
。

『
唐

鏡

』

は
、

傍

線
部

に
見

る
よ

う

に

、
〈
高

〉

に

よ

る
。
〈
盛

〉

は
、
『
唐

鏡

』

を

ほ

ぼ
そ

の

ま

ま
取

り
込

ん

で

い

る
。
　

Ｏ

「

人

ヲ
殺

セ

ラ
ン

者

ヲ

バ

、
死

セ

シ
メ

ン

、

人

ヲ

破

り
及

盗

セ

ラ

ン

者

ヲ

バ
罪

ニ
イ

タ

サ

ン
。

此

外

ハ

秦

ノ
法

ヲ
除

テ

捨

ヨ

」

ト

宣

ケ
ル
　
『

唐

鏡
』
「
人

ヲ
殺

セ

ラ

ン
物

ヲ

ハ

、
死

セ

シ
メ

ン
、
人

ヲ

破

リ

、

ｊ

及

盗

セ
ラ

ン

物

ヲ

ハ
、
罪

ニ
イ

タ
サ

ン
、
此

外

ハ

、
秦

ノ
苛
法

ヲ
除

牛
捨

ヨ
ト

ソ

、

－

－

ノ
給

ケ

ル
」
（
八

八

頁

）
、
〈

高
〉
「

殺
ぃ
人

者
死

、

傷
ぃ
人

及

盗

抵
ぃ
罪

。

余

悉

除
一
去

－秦

法

Ｌ

（
五

三

一

頁

）
。
『
唐

鏡
』

は
、

傍

線

部

に
見

る
よ

う

に
、
〈
高

〉

に

よ

る

。

〈
盛

〉

は
、
『

唐
鏡

』

を

ほ

ぼ

そ

の

ま
ま

取

り

込

ん

で

い

る
。

こ

の
記

事

は
、

秦

の

人

々

の

心

を
引

き
付

け

る
こ

と

と

な

っ

た
浦

公

の

寛

容

さ

を
記

す

が

、

主
君

の
危

機

を
救

っ

た
先

例

説
話

と
し

て

は

特

に

必
要

と

し

な

い

。
〈
高

〉

の

ダ
イ

ジ

ェ

ス

ト
版

に
も

な

っ

て

い

る
。

な

お

、
〈
高

〉

は

、

こ

の
後

に
、

饗

応

を
断

る
浦

公

に

、

秦

の
人

々

は

ま

す

ま
す

感

銘

し

た

こ
と

、

あ

る

人

（
〈
項

〉

に

よ

れ

ば
、
「

敷
生

」
）

の
言

に
従

い

、
浦

公

は
、

函

谷
関

を
守

ら
せ

、

項
羽

の
攻

撃

に
備

え

た

こ

と

を
記

す

が
、
『

唐

鏡

』

や

〈
盛

〉

は

欠

く

。
　

○

十

一

月

二
項

羽

諸

侯

ノ
兵

ヲ

引

、

関

二
入

ラ

ン

ト

ス
　
『

唐

鏡

』
「
十

一
月

ニ
、

項

羽

諸

侯

ノ
兵

ヲ

率

テ
、

関

二
人

ラ

－

ン

ト

ス

ル

ニ
」
（
八

八

頁

）
、
〈

項

〉
「
行

略
二
定

秦

地

’、

至
二
函

谷
関

Ｌ

（
四

四

九

－

頁

）
、
〈
高

〉
「
十

一

月

中

、

項
羽

果
率
二
諸

侯
兵
・
西

、

欲
ぃ
人
ぃ
関
」
（

五
三

三
頁

）
。

〈
項

〉

に

も
、

こ
こ

か

ら

関

連
記

事

が
見

え

る
が

、
『
唐

鏡

』

は

、
傍

線

部

に
見

る

（
．．．）
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よ

う

に

、
〈
高

〉

に

よ

る
。
〈

盛
〉

は
、
『
唐

鏡

』

を

ほ

ぼ

そ

の

ま

ま
取

り

込

ん

で

い

る
。
　

○

守

関

兵

ア

リ

テ
、

入

事

ヲ

得

ズ
。

又

浦

公

咸

陽
宮

ヲ
破

テ
、

其

威

ヲ

施

ス
ト

聞

テ
、

項

羽

大

二
怒

テ

、

関

ヲ
撃

、
遂

二
戯

ト

云

所

二

至

リ

ヌ
　

以
下

、

鴻

門
之

会

に

至

る

経

緯

に

つ
い

て

、
『
唐

鏡

』

は
、

項

羽

が
天

下

を

ね

ら

う

浦
公

に

怒

り
、

酒

盛

を

口

実

に
誘

い

出

し

て
討

と

う
と

し

、
対

す

る
浦

公

も

潔

白

を

主

張

し

て
抵

抗

を

見

せ

た
、

と

す

る
。

な

お

も
、

項

羽

は

荒

々
し

い
様

子

で

浦
公

を

引

き
留

め

、

酒

宴

の

座

へ

と

展
開

す

る

。
『
史

記

』

の
伝

え

る

と

こ

ろ

と

は

異

な

る

い

わ

ゆ

る

〈
中

世

史

記
〉
（
黒

田

彰

）

的

な
異

説

へ

と
展

開

。

次

に

該
当

本
文

－
　

－

を

確
認

す

る
。
『

唐

鏡

』「
関

ノ
戸

閑

タ
リ

ト
聞

テ
、
大

二
怒

テ
、
函

谷
関

ヲ
破

テ
、

戯

卜
云

所

二
至

り

ツ
」
（
八

八

頁

）
、
〈
項

〉
「

有

辿
ハ
守
ぃ
関

。
不

ぃ
得
ぃ
人

。
又

聞

、

―

―
　
　
　
　
　
　

‐

－

痢

公

已

破
二
咸
陽
一
。

項

羽

大

怒
、

使
二
当

陽
君

等

撃

っ
関

。

項
羽

遂

入

、
至
二
於
戯

西

こ
（
四

四

九

頁

）
、
〈
高
〉
「
関

門

閉
。

聞
三
浦

公

已

定
一
関

中
・
、
大

怒

、
使
三
鯨

布

等

攻

破
こ
函

谷

関
・
。

十
二

月
中

、

遂
至
ぃ
戯
」
（
五

三

三

頁

）
。
『
唐

鏡

』

は

、

波
線

部

に
見

る
よ

う

に

、
〈
高
〉

に
よ

る

が
、
〈
盛

〉

は
、

部
分

的

に

『
唐

鏡

』

に

よ

り

な

が
ら

も

、
〈
項

〉

に
付
し

た
二

重

傍

線

部

に
見

る

よ
う

に
、
〈
項

〉

本

文

を
取

り

込

ん

で
再

構

成

し

て

い

る
。

こ

の

よ

う

に
、
〈
盛

〉

は
こ

れ

ま

で

は

『
唐

鏡

』

に

依

拠

し

て

い

た

が

、
当

該

記

事
以

降

は
、

む

し

ろ

〈
項

〉

を
積

極

的

に
取

り

込

ん

で

い
く

。

す

な

わ

ち

、
項

伯

が

浦
公

と
通

じ

、

項
羽

を
諌

め
て

浦

公

殺

害

を

い

っ

た

ん

は
思

い

と

ど

ま

ら
せ

る

一
方

、
浦

公

は

自

ら
項

羽

の

も

と

に

謝

罪

に
訪

れ

、

酒

宴

に
同

席

す

る

、

と

い

っ
た

記
事

構

成

と

な

る

。
　

○

浦

公

が
臣

曹

無

傷

卜
云

者

、

項

羽

二
中

言

シ

テ
、
浦

公
王

タ

ラ
ン

ト

ス

ト

言

タ

リ
ケ

レ

バ
、
項
羽

弥

憤

テ

、

浦

公

ヲ

ウ

タ

ン

ト

ス
　
『
唐

鏡

』
「
浦

公

ノ
臣

、

曹

無

傷

ト
云

者

、

項

羽

二
中

言

ヲ

シ

テ
、

浦

公
天

下

ヲ

ト

ラ

ン
ト

ス

ト
云

、

項

羽

大

二
怒

テ
、

鴻

門

卜
云

所

へ

、
浦

公

ヲ
呼

テ
、

酒

モ

リ

セ

ン

ト

ーふ
、

虚
宍

Ｊ
ヲ

ー

台
ア
浦

公

ヲ

ウ

タ

ン

ト

ス

（
八

八

～

（

門
）

八

九
頁

）
、
〈
項

〉
「

浦
公

軍
一
覇

上
・
、
未
ぃ
得
゛
与
一
項

羽
・
相

見
上
。

浦

公

左

司
馬

曹

－

無

傷

征

］人

言
・
於

項

羽
一
曰
、

浦

公

欲
ぃ
王

二
関
中
・
、
使
・
子

嬰

為

ご
相

、

珍

宝
尽

有

ぃ
之

。
項

羽

大

怒

日

、
旦

日

饗
二
士

卒
・
、
為

撃

破
二
浦

公

軍

二
（
四

四

九

頁

）
、〈
高

〉「

浦

－－

公

左
司

馬

曹

無

傷
、

聞
二
項
王

怒
欲

ご
攻
一
郭

公
一
、
使

゜
人

言
一
肩

羽
一
曰

、

浦
公

欲

－－ぃ
王

二
関

中
・
、
令
二
子

嬰

為

ご
相

、

珍

宝
尽

有
ぃ
之

。

欲
二
以

求

こ
封

」
（
五

三

三
頁

）
。

〈
盛

〉
は
、
『
唐

鏡

』
の

波

線
部

を

省

筆

す

る
以

外

は

、
『
唐

鏡

』
に

ほ

ぼ
よ

る

。
〈
盛

〉

の
「

浦
公

王

タ

ラ

ン

ト

ス
」
は
、
〈
項

〉〈
高

〉
の
二

重

傍

線

部

に
近

い

。
〈
盛

〉
が

、『

唐

鏡

』

の
「

大

二
怒

テ
」
（
〈
項

〉
〈
高

〉

同

）

を

、
「

弥

憤

テ
」

と

す

る
の

は

、
先

に

「

項

羽

大

二
怒

テ
」
（
『
唐

鏡

』

同

）

と

重

複

す

る
表

現

を

回

避

す

る

た
め

の
改

変

だ
ろ

う
。

な

お

、
〈
項

〉
〈
高

〉

は

、

こ

の
後

に
、

項
羽

の
兵

は
四

十
万

、

浦
公

の

兵

は
十
万

で

あ

っ

た

こ
と

、

箔

増

が
、

項

羽

に
浦
公

攻

撃

を

進

言

し

た

こ

と

を
記

す
。

○

爰

二

項

羽

一

家

二
項

伯

卜
云

者

、

浦

公

二

志

ア

リ

ケ

レ

バ
、

失

ナ

牛
由

ヲ
述

テ
、

殺

事

不

義

也

ト

諌

ケ

レ

バ

、
其

事

暫

思
止

ニ

ケ

リ
　
『
唐

鏡

』

該

当

本

－－

文

な
し

、
〈
項

〉
「
項

伯

者

、

項
羽

季

父

也

。
：
・
（

も

と

よ

り
浦

公

の

配
下

の
張

良

と

交

友

が

あ

り

、
助

け

出

そ
う

と

訪

ね

る
。

項

伯

は
張

良

に
浦

公

と

の
面

会

を
頼

む

）
：
・
浦

公

奉
二
厄

酒
・
為
ぃ
寿

、

約
ぃ
為
二
婚
姻

　　 曰

、
：

白

夜

、

望
・
特

軍

至
・
。

豊

敢

反

手

。
：
・
（
項

伯

、

項

羽

と

の
仲

介

を

承

諾

し

、

浦

公

に

謝

り

に
来

る

よ

う

－

進

言

す

る

）
：

室

二
軍
中

一
、

具

以

二
浦

公

言
一
報
二
項

王

・
。
：
・
浦

公

不

］先

破

二
関

丿

申
・
、

公

豊

敢

入

乎

。

今

人

有
二
大

功
一
、

而

撃
ぃ
之

、

不

義

也

。
不

ぃ
如
二
因

善

遇
・

－－

ぃ
之

。

項
王

許

諾
」
（
四
五

一
～

四

五

四

頁

）
、
〈
高

〉
「
会

項

伯
欲

ぃ
活

二
張
良

へ

夜

－

－
　

‐

往

見
ぃ
良

、
因

以

ぃ
文

諭
二
項

羽
一
。

項

羽

乃

止

」
（
五

三

四

頁

）
。
『
唐

鏡

』

に
該

当

本

文

な

く

、
〈
盛

〉

は

、

二

重

傍

線

部

に
見

る

よ

う

に
、
〈
項

〉

を

略

述

し

て

取

り
込

ん
だ

と

思

わ

れ

る
。

項

伯

が

項
羽

と

の
仲

介

役

を
し

た

理

由

と
し

て

、
〈
項

〉

〈
高

〉

は
、

項

伯

が
張

良

と
交

友

が
あ

っ
た

た

め

と
す

る

が
、
〈
盛

〉

は
、

項

伯

は
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ヒ
玉

フ
、
項
羽

力
云
、
是
ハ
、
浦
公

力
左
司
馬
曹
無
傷
力
、
告
中
タ
ル
也
、
然

ス

－
　
　

－

ハ
、
争

テ
カ
知

ン
ト
テ
、

何
様

ニ
モ
、

シ
ハ

シ
留
玉

へ
、

酒

ノ
マ
ン
ト
テ
、

ア

ラ
ア
ラ

シ
牛
気
色

シ
テ
、
留
霞

ツ
」
（
八
九
頁

）
、
〈
項
〉
「

浦
公

、
旦
日

従
二
百
余

【

引
用
研
究
文
献
」

浦
公
に
志
が
あ
っ
た
た
め
と
す

る
。
　
○

サ
テ
浦
公
鴻
門
二
行
テ
項
羽

二
対
面

シ

テ
、
評

心
ナ

キ
由
、
懇

二
謝
シ
ケ
レ
バ
、
項
羽

云
、「

是
ハ
浦
公

が
左
司
馬
曹
無

傷

が
告
タ
ル
也
。

サ
ラ

デ
ハ
争

力
知

ベ
キ
。
宜
ク

ト

ヾ
マ
リ
給
へ
、

酒
ス

ヽ
メｊ

ン
」
ト
テ
、
留
置
ケ

リ
　
『
唐
鏡
』
「
呼

レ
テ
、
浦
公

大
方

サ
ル
事
ナ

シ
ト
、
浮

力

騎
・
、

来

見
二
項

王
一
。
至
二
鴻
門
・
、

謝

曰

、
・・・
今

者

有
二
小

人
之

言
・
、

令
二
将

軍

与

ぃ
臣

有

こ
郁

。

項

王

曰

、

此

浦

公

左

司

馬

曹

無

傷
一
戸

之

。
不

レ
然

、

籍

何

以

至

ぃ
此

。
項

王

即

日
因

留
・
油

公
一
与

飲

」
（
四

五

五

頁

）
、
〈

高

〉
「
浦

公

従
二
百

余

騎

－
　

－

・
、

駆

之
二
鴻

門

、

見

謝
っ一
項

羽
・
。

項

羽

曰
、
此

浦

公

左

司

馬

曹

無

傷
一
戸

之

。
不

ぃ
然

、
籍

何

以

至

ぃ
此

」
（
五

三

四

頁

）
。
〈
盛

〉

は

、

お

お

よ

そ

は

『
唐

鏡

』

に

よ

り

な

が

ら
、
〈
項

〉

を

も

参

照

し

て
、

独

自

本

文

を

作

り
上

げ

て

い

る
。

な
お

、

〈
高

〉

は

、
〈
盛

〉

や

『

唐

鏡

』
〈
項

〉

が

記

す

「

鴻

門

之

会

」

の
故

事

を

欠

く
。

＊
牛
尾
久
美
子
「
「
源
平
盛
衰
記
」
の
中
国
故
事
説
話
に
つ
い
て
」
（
国
文
目
白
一
〇
号
、
一
九
七

一
・

３
）

＊
黒
田
彰
「
蘇
武
覚
書
－

中
世
史
記

の
世
界
か
ら
―
」
（
文
学
、
一
九
七
七
・
Ｈ
。
『
中
世
説
話
の
文
学
史
的
環
境
』
和
泉
書
院
一
九
八
七
・
1
0再
録
）

＊
山
下

宏
明
「
殿
上
闇
討
（
二
）
　
平
家
物
語
評
釈
四
」
（
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
、
一

二
八
八
・
７
）

＊
楊
暁
捷
「
源
平
盛
衰
記

に
お
け

る
中
国
故
事

説
話

に
つ
い
て
の
研
究
」
（
国
語
国
文
、
一
九
八
六
・
1
0）

彼

。
座

ノ
為
ぃ
鉢

、

項

伯

ハ
東

ニ

，
対

テ
居

リ

、
亜

父

ハ

南

二

，
向

テ

ア

リ
。

亜

父

ト

ハ
項

羽

が
憑

。
タ

ル

丘
ハ
也

。

浦

公

ハ

北

二
向

。
ヒ
、

張
　

良

ハ
西

二

，
向

テ

ゾ
居

タ

リ

ゲ
ル

。
亜

父

，
玉

侠

ヲ

モ

タ

ゲ

テ
、

項

羽

二
目

ク

バ

セ

ス
。

。
是

浦
公

ヲ

，
撃
２

ト

ノ
心

也

。
加

様

二
三

度

マ

デ
ス

レ

ド

モ
、

大

方

，
不

一
心

得
・
、
不
一
世

。
寄
・
。

亜

父

座

ヲ

起
ｊ
ア
、

，
項

荘

ヲ

招

ゴ
ア
云
？

、
「

項

羽

人

ノ

謀

二
随

。
ズ
。

汝

浦

公

ヲ

，
モ

テ

ナ

ス
様

ニ

テ
、
1
0剣

ヲ
抜

。
テ

舞

近

付
ｊ
ア
顛

ヲ
切

れ
。
不

敗
一
八
我

等

還

。
テ
彼

が
可

レ

蒙

ブ
攻
ｔ

」

ト

云

。
二
九
ケ

レ

バ
、

。
項

荘

替

。
リ

人
，
テ
、

亜

父

が
教
ヘ
ノ

マ

さ

こ

左
手

ニ

。
剣

ヲ
提

ゴ
ア
、
1
4舞

テ

ハ
浦

公

二
近

ヅ
キ

ケ

リ

。
項

伯

浦
公

ガ

空
、
ク
1
5伐

荒
事

ヲ

哀
２

テ
、

。
剣

ヲ
抜

。
テ
共

二
舞

合
1
7
項

荘

ガ
近

ヅ

ク
1
8時

、

必

″
浦
公

ヲ
1
9立

、
隠

シ
ケ

リ

。

張

良
2
0此

。
事

ヲ
浅

猿
ｙ

見

テ
、

座

ヲ
立

ｊ
ア
射
貳

ご
こ

語

タ

ル
。
2
2奨

噌

大

丿
一

驚
ｊ
ア
、
門

ヲ
人

言

、
2
3守

門

ノ

丘
］
禦

心
之

。
ケ

レ

バ
、

楯

ヲ
先

立

よ
ア
破

，
人

，
ヌ

。
幕

ヲ
袁

テ
2
4西

ニ
2
5向

テ

立
て
り

。
大

ゴ
こ

填

テ
項

羽

ヲ
見

。
。
頭

ノ

髪
筋
2
7立
、
上
，
、

眼

広
，
サ

ケ

タ

リ

。
項

羽

恐

ご
こ

剣

ヲ
取

テ

脆

キ

、
「

何

者
ソ

」

ト
問

。
ケ

レ

バ
、

張

良
2
9が
云

？

、
「

浦
公

が
臣

奨

噌

也
」

卜

答
ヘ
ケ

リ

。
「

サ

ラ

バ
3
0酒

勧
ｔ
ヨ
」

ト
テ

、

｝
斗

ヲ
3
1入

ル
盃

ニ
テ
与
へ
タ

レ

バ
、

奨

噌

悦

丿
気

色

ニ
テ
事

ト

モ

セ

ズ
呑
Ｊ
ア
ケ

リ

。
3
2罠

ノ
肩

ヲ

肴

ニ

。
出

じ

タ

リ

ケ

ル

ヲ

バ
、

楯

ノ
上

ニ

テ
太
刀

ヲ
3
4抜

テ
切

ご
ア
食

ス

。
「

猶

モ

飲
Ｊ
ア
ン

ヤ
」
「
ニ
○
ト
項

羽
云

。
ケ

レ

バ
、
「
命

ヲ
失

屈
ハ
、

争
ｔ
辞

シ
中
々

キ

。
況

二

斗

ノ

酒
物

ノ
数

二
侍

ラ

ズ
」

ト

テ
、

眸

長

，
裂

ご
ア
、

填

、
立

て
ル
頬

魂

、

イ

ブ

セ

ク
3
5思

ら
う
ど
う
　
　
　
　
　

よ
　

ち
じ
よ
く
　
の
が

ハ

レ

ケ
ル

ニ
ヤ

、
浦

公

事

ユ

ヘ

ナ

ク
3
6遁

レ

ニ
ケ

リ
。
3
7忠

盛
朝

臣

モ
此

。
郎

等

ユ

ヘ

ニ
其

。夜

ノ
恥

辱

ヲ

遁

レ

ケ

リ
。

縫

殿

。陣

黒

戸

ノ
御

所

ノ
辺

ニ
テ

、

怪

、，
人

コ

ソ
3
8遇

。
タ

リ

ケ

レ
。

忠

盛
3
9見

咎
ｊ
ア
、

物

ヲ

バ
イ

ハ
ズ

、

一
尺

三

寸

ノ
鞘

巻

ヲ
4
0抜

、
手

ノ
内

二
耀
，
様

ナ
ル

ヲ
、

鴛

ノ
髪

（
五
）

108



（

六
）

ニ

ス

ハ

リ

く

ト

掻

，
撫

ご
ア
、

良

ア

リ

テ

、
「

哀

札
是

ヲ

以

テ

、

狼

籍

結

構

ス

ル

。
悪

牛

者

ニ

、

ご

当

々

バ

ヤ

」

ナ

ド

云

。
ケ

レ

バ

、

ア

ヤ

シ

バ

ミ

タ

ル

人

、

則

、
倒

札
伏

，

ニ

ケ

リ

。
4
4
勘

解

由

少

路

中

納

言

経

房

。
卿

、

其

。
時

ハ

頭

弁

ニ

テ

、

折

節

通

，
合

。
給

ヘ

リ

。

花

ヤ

カ

ニ

装

束

シ

タ

ル
4
5者

、

ウ

ツ

ブ

シ

ニ

伏

、
タ

リ

ケ

ル

間

、
「

誰

人

ゾ

」

ト

テ
4
6
引

き
「
二
一
起

給

。
タ

レ

バ

、

ワ

ナ

ヽ

ク

く

弱

々

敷

声

ニ

テ

、
「

忠

盛

が

刀

ヲ
4
7抜

テ

我

ヲ

キ

ラ

ン

ト

シ

ツ

ル

ガ

、

身

ニ

ハ

負

。
タ

ル

疵

ハ

ナ

ケ

レ

共

、

臆

病

ノ

自

火

た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
た
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
の
よ
は
　
　
　

ま
こ
と

や
み
う
ち
　
ち
や
う
ぼ
ん
　
　

お
ほ
え
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
で
な
り

ニ

攻

ご
フ
レ

テ

鎬
～
入

、
タ

リ

ケ

ル

ニ

ヤ

」

ト

宣

ヘ

バ

、

経

房

。
卿

ハ

、
「

ア

ナ

物

弱

ヤ

、
4
8実

二

闇

打

ノ

張

本

ト

モ

不

ぃ
覚

」

ト

テ

見

給

。
タ

レ

バ

、

中

宮

。
亮

秀

成

ニ

テ

ゾ
4
9御

座

ケ

ル

。

理

ヤ
此

。
人
5
0自

来

臆

病

ノ
人

ノ

末

也

ケ

リ

。

父

秀

俊

。
卿

ハ
中

納

言

ニ

テ

歳

四

十

二

ト

申

シ

ヽ
時

、

夢

想

二

侵

，
レ

テ
5
1死

給

ヘ

ル

人

ノ

子

ナ

レ

バ

ニ

ヤ

、

係

ル

目

ニ

ア

ヒ

給

フ

コ

ソ

オ

カ

シ

ケ

レ

。

抑
5
2
五

節

卜

中

ズ

、
昔
5
3
浄

見

原

。
帝

。
御

宇

ニ

、
5
4唐

土

ノ

御

門

ョ

リ

良

岩

山

ノ

玉

ヲ
5
5五

、
進

。谷

給

ヘ

リ

。

其

。
玉
5
6
暗

ヲ

昭
～

事

、

一
玉

ノ

光

遠

，
五

十

両

ノ

車

二
至

ル

。

是

ヲ
5
7豊

明

ト

名

付

。
タ

リ

。

御

秘

蔵
「
二
二
ノ
玉

ニ

テ

人

是

ヲ

見

。
事

ナ

シ

。

天

武

天

皇

芳

野

河

二

御

幸

シ

テ

御

心

ヲ

澄

，
シ

。
琴

ヲ

弾

給

。
シ

ニ

、
5
9神

女

空

ョ

リ

降

，
下

り

、

。
浄

見

原

ノ

庭

ニ

テ

廻

雪

ノ

袖

ヲ

韻

，
ケ

レ

ド

モ

、
6
1天

暗

シ

テ

見

エ

ザ

リ

ケ

レ

バ

、

彼

。
玉

ヲ
6
2出

た
サ

レ

、

。
仙

女

ノ
形

ヲ

御

覧

ジ

牛

。

玉

ノ

光

二
輝

ゴ
ア
、

ヲ

ト

メ

ゴ

ガ

乙

女
6
4
サ

ビ

ス

モ

カ

ラ

玉

ヲ

乙

女

サ

ビ

ス

モ

ソ

ノ

カ

ラ

玉

ヲ
6
5ト

、

五

声

歌

。
給

ヒ

ツ

ヽ
五

タ

ビ

袖

ヲ

願

ス

。

五

人

ノ
6
6仙

女

舞
１
　事

各
6
7

異

節

也

。

サ

テ

コ

ソ

。
五

節

ト

名

付

。
タ

レ

。

彼

。
舞

ノ

手

ヲ

摸

，
ツ

ヽ

雲

ノ
上

人

舞

ふ
ト

カ

ヤ

。

其

。
時

。
拍

子

ニ

ハ

、
「
6
9白

薄

様

、
7
0厚

染

紫

ノ

紙

、
7
1巻

上

ノ

絲

、

輛

絵

書

，
タ

ル

筆
7
2
ノ
7
3
軸

ヤ

」

ト

ハ

ヤ

ス

也

。
7
4仙

女

ノ

衣

ノ
薄

，
透

通

り

テ
7
5厳

，
キ

有

様

が

、

薄

様

卜
7
6厚

染

紫

ノ
紙

二

相

。
似

タ

リ

。
7
7舞

ノ

袖

ヲ
7
8錬

、

箸

ョ

リ
7
9上

方

二
巻

，
上

。
タ

ル
8
0見

、
「
二
三
絲

ヲ

以

テ

・
人
ん
す
い
　

か
た
ぬ
き

巻

，
タ

ル

ガ

如

ク

、

鞘

絵

ヲ

書

，
タ

ル

筆

Ｅ
ノ

軸

ヲ

差

、
上

。
タ

ル

様

ナ

レ

バ

、

昔

ョ

リ
8
2
五

節

宴

酔

ノ

肩

脱

ニ

ハ

、

必

ず
カ

ク

ハ

ヤ

ス

ヲ

、

御

前

ノ

召

こ
8
3

依

ご
ア
、

忠

盛

ノ

舞

。
ケ

ル

時

ニ

、

サ

ハ

ナ

ク

テ

、

俄

二
拍

子

ヲ

替

ヘ
テ

、
「

伊

勢
8
4
平

氏

ハ
8
5砂

也

ケ

リ

」

ト

ハ

ヤ

シ

タ

リ

ケ

リ

。

目

ノ

ス

ガ

ミ

タ

リ

ケ

レ

バ

、

取

成

ハ

ヤ

サ

レ

ケ

ル

。
8
6
最

興

ア

リ

犬

ソ

聞

。
エ

シ

。

巾
－
盛

身

ノ

カ

タ

ワ

ヲ

謂

。
レ

テ

、

安

ガ

ラ

ス

思

へ

共

、
8
7
無
ヽ
為

方

‘
、

著

座

ノ

始

。
ョ

リ

、

殊

ニ
8
8大

ナ

ル

黒

鞘

巻

ヲ

隠

，
タ

ル
8
9気

モ

ナ

ク
9
0指

ホ

コ

ラ

カ

シ
タ
リ

ケ
ル

ガ
、
9
1乱

舞

ノ

時

モ
猶
9
2サ

シ

タ

リ

ケ
リ

。

【
校

異

】
―
〈
近

〉「

む
か

っ
て

」
、
〈
蓬

・

静

〉「

む

か

ひ

て
」
。

２
〈
近

〉「

む

か

て
」
、
〈
蓬

・

静

〉「

む

か
ひ

て

」
。

３
〈
近

〉「

む

か

て

そ
」
、
〈
蓬

・

静
〉「
む

か

ひ

て

そ
」
。

４
〈
近

〉

「
き

よ

く

く

は

い

を
」
、
〈
蓬

・
静

〉「
玉

決

を
」
。

５
〈
近

〉「

是

」
な
し

。
〈
蓬

〉「

コ

レ
」
補

入

。

６
〈
近

〉
Ｔ
つ
た

ん

と

の

」
、
〈
蓬

・

静

〉「

伐

と

の
」
。

７
〈
近

〉「

心

え

す
」
、〈
蓬

〉

「
心

え

す

し

て
」
、
〈
静

〉
Ｔ
心
得

す
し

て

」
。

８
〈
蓬

・
静

〉「

項

庄

を

」
。

９
〈
近

〉
「
も

っ
て

な
す

や

う

に
て

」
、
〈
蓬

・
静

〉「

も

て

な

す

さ
ま

に
て

」
。
1
0
〈
近

〉「

っ

る

き

を
」
、

〈
蓬

・

静

〉「

剣

を
」
。

］１１
〈
蓬

・
静

〉「
項

庄

」
。
1
2〈
近
〉「
左

の
手

に
」
、〈
蓬

〉「

左

手

に
」
。
1
3〈
近

〉「

っ

る

き

を
」
、
〈
蓬

・
静
≒

剣

を
」
。
1
4〈
近

〉「

ま

ひ

て
」
。
1
5〈
近
二

う

た

れ

ん

こ
と

を
」
、
〈
蓬

・
静

〉「

伐

れ

ん

事

を
」
。
1
6
〈
近

〉
「

っ

る
き

を
」
、
〈
蓬

・
静

〉「
剣

を
」
。
1
7
〈
蓬

・
静

〉「

項

庄

か
」
。
1
8
〈
蓬

〉「

時

は
」
、〈

静
〉
「
と

き

は
」
。
1
9
〈
蓬

〉

「
立

か

く

し

て

け

り
」
、
〈
静

〉
「
立

か

く

し

て

け

り

」
。
2
0
〈
蓬

〉
「
あ

さ
ま

し

く
此

事

を

み

て
」
、
〈
静

〉
「

あ

さ

ま
し

く
此

事

を

見

て

」
。
2
1
〈
近

・

蓬

・
静

〉
「

か

た

る
」
。
2
2

〈
近

〉「

け

む

く

わ

い
」
。
2
3
〈
近

〉「
し

ゆ
も

む

の

」
、
〈
蓬

〉「

門

を

守

る
」
、
〈
静

〉「
守
ぃ
門

ご
。
2
4
〈
近

〉「
面

に

」
。
2
5
〈
近

〉「
む

か

て

」
、
〈
蓬

・
静

〉「

む
か

ひ

て

」
。
2
6
〈
近

〉

「

い
か

つ
て

」
、〈
蓬

〉
「
填

て

」
、〈
静

〉
「
填

て
」
。
2
7
〈
近

〉
「
立

の
ほ

り

」
、
〈
蓬

〉
「

こ

と

に
立

あ

か

り
」
、〈
静

〉
「
殊

に
立

あ

か

り
」
。
2
8
〈
近

〉
「

っ

る
き

を

と

っ

て
」
、
〈
蓬

〉
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「
剣

を

取

て

」
。
2
9
〈
蓬

・

静

〉
「

が
云

」
な
し

。
3
0
〈
近

〉
「
酒

を
」
、〈
蓬

〉
「
酒

」
、
〈
静
〉
「
酒

」
。
3
1
〈
近

〉
「
い

る

よ

。
3
2
〈
近

〉
「
し

ゝ

の
」
、
〈

蓬

・
静

〉
「
屍

の
」
。
3
3
〈
蓬
・

静

〉
「

出

し

た

り

け

れ

は
」
。
3
4
〈
近

〉
「

ぬ

い

て
」
、
〈
蓬

・

静

〉
「

ぬ
き

て

」
。
3
5
〈

蓬

・
静

〉
「
思

け

れ

は

に
や

」
。
3
6
〈
近

〉
「

の

か

れ

に

け

る
」
。
3
7
〈
蓬

〉
「

忠
盛

の
朝

臣

も

」
。
3
8
〈
近

〉
「
す

き

た

り

け

れ
」
。
3
9
〈
近

〉
「

み

か

と

め

て
」
。
4
0
〈
近

・

静

〉
「

ぬ
き

」
、
〈
蓬

〉
「

ぬ

き

て
」
。
4
1
〈
近

〉
「

あ

し

き
」
、
〈
蓬

・

静

〉
「

に

く
き

」
。

ぉ
ー〈
近

〉

「

ひ
と

っ
あ

て

は

や
と

」
、
〈
蓬

〉
「

一
充

あ

て

は

や

な

ん
と

」
、
〈
静

〉
「
一

充

あ

て

は

や

な

ん
と

」
。
4
3
〈
静

〉
「
倒

伏

に
け

り

」
。
4
4
〈
近

〉
「
か

て

の

か

う

ぢ
」
、
〈
蓬

〉
「
勘

解

由

少

路

の
」
、
〈
静

〉
「
勘

解

由

少

路

の
」
。
4
5
〈
蓬

〉
「
者

の
」
、
〈
静
〉
「

も

の

と

。
4
6
〈
近

〉
「

ひ

き
た

て

給

ひ

け

れ

は
」
、
〈
蓬

〉
「
ひ

き

起

給

た

れ

は
」
、
〈
静

〉
「
ひ

き

起

給

ひ

た

れ

は
」
。
4
7〈
近

〉「

ぬ

い

て
」
、
〈
蓬

・

静
〉「

ぬ

き

て
」
。
4
8〈
近

〉「

誠

に
」
、〈
蓬

・
静

〉「
実

ニ
」
な
し

。
4
9〈
近

・
蓬

・

静

〉「

ぉ

は

し

け

る
」
。
5
0〈
近

〉「

本

よ

り
」
、
〈
蓬

・

静

〉

「

自

来

」
。
5
1
〈
近
〉
「

し

に

た

ま

へ

る
」
、〈
蓬

・
静

〉
「
死

給

へ

る

」
。
5
2
〈
近
〉
「

五

せ

ち

と
」
、
〈
蓬

〉
「
五

節

」
。
5
3
〈
蓬
・
静

〉
「

清
見

原

の
帝

」

の
右

に

「
天

武

ノ
御

事

也
」

と
傍

記

。
5
4
〈
近

～

も

ろ

こ

し

の
」
、〈
蓬

〉「
唐

土

」
。
5
5
〈
近

〉「
五

つ
」
。
5
6
〈
近

〉「
闇

を

」
、
〈
蓬

・
静

〉「
暗

を
」
。
5
7
〈
近

〉「

と

よ

の

あ
か

り

と

」
、
〈
蓬
〉「

豊
明

と
」
、〈
静
〉

「

豊

の
明

と

」
。
5
8
〈
近

〉
「

こ

と

を

ひ
き

た

ま

ひ
し

に
」
、〈
蓬

〉
「
琴

を

ひ
か

せ

給

ひ
し

に
」
、〈
静

〉
「
琴

を

ひ

か
せ

給

ひ
し

に
」
。
5
9
〈
近

〉
「
し

ん

ぢ

よ

」
、〈
蓬

〉
「

神
女

」
、〈
静
〉

「

神
女

」

の
右

に

「
唐

ノ
南
山

ヨ

リ
仙

女

五

人

来

リ

テ
」

と
傍

書

。
6
0
〈
近

〉
「
き

よ

は

ら

の
」
、
〈
蓬

〉
「
清

見

原

の
」
、
〈
静

〉
「

清
見

原

の
」
。
6
1
〈
近

〉
「

て

ん

の

く
ら

う

し

て
」
、〈

蓬
〉
「
天

く

ら
く

し

て

」
、〈
静

〉
「
天

暗

し

て

」
。
6
2
〈
蓬

・

静
〉
「

出

さ

れ

て
」
。
6
3
〈
近

〉
「
せ

ん

ぢ
よ

の
」
、〈
蓬

〉
「

仙
女

の
」
。
6
4
〈
蓬

〉
「

さ

ひ

す
む

」
。
6
5
〈
蓬

・

静

〉
「

ト
」

な
し

。
6
6
〈
近

〉
「

せ

ん

ぢ
よ

」
、〈
蓬
〉
「

仙
女

」
。
6
7
〈
近
〉
「

こ

と

成

ふ
し

な

り
」
、〈
蓬

〉
「
異

節

也

」
、〈
静
〉
「

異

節

也

」
。
6
8
〈
近
〉
「
五

せ

ち
と

」
、〈
蓬

・

静
〉

「
五

節

と
」
。
6
9
〈
近

〉
「
し

ら

う
す

や
う
」
、
〈
蓬

〉
「
白

薄

様

」
、
〈
静
〉
「

白

薄

様

」
。
7
0
〈
蓬

〉
「

厚

染

紫

」
、
〈
静

〉
「

厚

染

紫

。
」
。
7
1
〈
蓬

〉
「
巻

土

糸
」
。
7
2
〈
静

〉
「

ノ
」

な
し

。
7
3
〈
近

〉
「

ち

く

な

と
」
。
7
4
〈
近

〉
「

せ

ん

ぢ

よ

の
」
、
〈
蓬

〉
「
仙

女

の
」
。
7
5
〈
近

〉
Ｔ
つ

つ
く

し

き
」
、
〈
蓬

〉
「

い

つ
く

し

き

」
、
〈

静
〉
「

厳

し

き
」
。
7
6
〈
近

〉
「

こ

ぜ

ん
し

の

」
、
〈

蓬
〉
「
小

禅

師

の
」
、
〈
静

〉
「
小

禅

師

の
」
。
7
7
〈
蓬

〉
「

舞
袖

を
」
、
〈
静

〉
「

舞

袖

を
」
。
7
8
〈
近

〉
「

ひ

る

か

へ
す

」
、
〈
蓬

・

静
〉
「
ひ

る

か

へ
し

」
。
7
9
〈
近

〉

Ｔ
つ
は
か

た

に
」
、
〈
蓬

〉
「

上

方

に
」
、
〈
静

〉
「
上

方

に
」
。
8
0
〈
近

〉
「

か

は
」
、
〈
蓬
〉
「

見

の
」
、
〈
静
〉
「

見

の
」
。
8
1
〈

静
〉
「

ノ
」

な
し

。
8
2
〈
近
〉
「
五

せ

ち
」
、
〈

蓬
〉
「
五

節

の
」
、
〈
静
〉
「
五

節

の

」
。
8
3
〈
近

〉
「

よ

て

」
、
〈

蓬

・
静

〉
「

よ

っ

て
」
。
8
4
〈
近

〉
「
へ

い

じ

は

」
、
〈

蓬
〉
「
平

氏

は
」
、
〈
静

〉
「
平

氏

は
」
。
8
5
〈
近

〉
「

す

が
め

な

り

け

れ

と

」
、
〈
蓬
・
静

〉
「
砂

な

り

け

り

と
」
。
8
6
〈
近

〉
「

尤
」
、
〈
蓬

・
静

〉
「

い

と
」
。
8
7
〈
近

〉
「
せ

ん
か

た

な

く
」
、
〈
蓬

・

静

〉
「

せ

ん

か

た

な
し

」
。
8
8
〈
近

〉
「
ぉ

ほ
き

な
る

」
。

8
8〈
近
〉
「

け

も

な

く
」
、〈
蓬
〉
「

気

も

な

く
」
、〈
静

〉
「

気

も

な

く
」
。
9
0
〈
近

〉
「

さ
し

ほ

こ

ら

し

た

り
け

る
か

」
、〈
蓬

・

静
〉
「

指

ほ

ら

か
し

た

り

け

る

か
」
。
9
1
〈
近

〉
「

ら

っ
ふ

の
」
、
〈
蓬

〉
「

乱
舞

の
」
。
9
2
〈
蓬

・

静

〉
「

さ
し

た

り

け

る
か

」
。

【
注
解

」
○

彼
座
ノ
為

鉢
、
項
伯
ハ
・：
　
「
彼
座

ノ
為
鉢
」
、
『
唐

鏡
』
『
史
記
』
項

羽
本
紀
（
以
下
〈
項
〉
）
に
見

ら
れ
な
い
。
こ
こ
は
、
『
唐
鏡
』
〈
項

〉
の
よ
う
に
、

「
項
羽
・
項
伯
ハ
・
上

と
、
項
羽

の
名
も
あ
る

べ
き
と
こ
ろ
（
『
唐
鏡
』
諸
本
の
内
、

彰
考
館
本
・
蓬
左
文
庫
本

は
、
「
項
羽

伯
ハ
・
言

と
す
る
）
。
以
下

、
該
当
部
の
『
唐

鏡
』
と
〈
項

〉
と
を
引

用
し
、
そ
の
異
同

を
見
て
い
く
。
『
唐
鏡
』

が
基
本
的

に

は
〈
項
〉

に
よ
り
な
が
ら
、
独
自
本
文
を
形
成
し
て
い
る
点
、〈
盛
〉
は
そ
の
『
唐

鏡
』
に
よ
り
な
が
ら
も
、
独
自
本
文
と
省
筆
（
以
下

引
く
『
唐
鏡
』
本
文
に
付
し

た
波
線
部
分
は
、
〈
盛
〉

の
省
筆
と
見
ら

れ
る
部
分
）

が
見

ら
れ
る
こ
と
、
〈
盛
〉

（
ヒ
）
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の

そ
の

独

自

本

文

の
形

成

に
、
〈
項

〉

の
本

文

が
利

用

さ

れ

た
形

跡

は

な

い

こ

と

を

確

認

す

る
。
　

○

対

テ
　

校

異

１

参

照

。
『

唐

鏡

』
「

対

テ
」
。
「

対
　

ム

カ

フ
」

（
〈
名

義

抄
〉

法

下

一
四

四

２
）
。
　

○
亜

父

ト

ハ

項

羽

が

憑

タ
ル

兵

也
　
『
唐

鏡

』

「
亜

父

ト
云

ハ

、
項

羽

力
憑

タ
ル

者

也

」
（

八

九

頁

）
。
〈
項

〉
「

亜

父

者

組

増

也

」
。

○

浦

公

ハ

北

二

向
ヒ

、

張

良

ハ

西

二
向

テ
ソ

居

タ

リ

ケ
ル
　
『
唐

鏡

』
「
浦

公

ハ
北

二
向

テ

ヲ

リ
、

張

良

ハ
西

二
向

テ
侍

リ
」
（
八

九

頁

）
、
〈
項

〉
「
浦

公

北

饗

坐
、

張

良

西

饗

侍

」
（
四

五

五

頁

）
。
　

○

亜

父

玉

珪

ヲ

モ

タ

ゲ

テ

、

項

羽

二
目

ク

バ
セ

ス
　
『

唐
鏡

』

同

。
〈
項

〉「
箔

増

数

目
二
項
王

・
、

挙

所

ぃ
佩

玉

扶

』
（

四
五

六

頁

）
。

玉

玖

は

、
「

腰

に

つ
け

て

い

る
玉

の

飾

り

物

。

鋏

は
玉

の
環

の
一

部

が
欠

け

て
い

る
意

味

で

、

そ

の
珪

は
決

に
通

じ
、
浦
公

を
撃
殺

す

る
決
意

を
せ
よ

と
促
し

た
」
（
新

釈

漢
文
大

系

『
史

記
』

２
－

四
五

七
頁

）
の
意

。
『
太
平

記
』

で
は
、
「
太
刀

之

柄
」
と

す

る
。

次

々
項

参
照

。

○

是
浦

公

ヲ

撃

ト

ノ
心

也
　
『

唐

鏡

』
「

是

浦

公

ヲ
打

殺

セ

ト
云

心

也

」
（

八

九

頁

）
。
〈
項

〉

な

し

。
「
撃
方

ト
ノ
」

は
、
「
撃

。
ト

ノ
」

と
も

訓

め

る
。
校
異

６
参
照
。
　

○
加

様

二
三

度

マ

デ

ス
レ

ド
モ

、
大

方

不

心

得

、
不

思

寄
　
『

唐

鏡

』
ほ

ぼ
同

。
〈
項

〉「
以

少

之

者
三

。

項
王

黙

然
不

ぃ
応

」（
四

五

六

頁
）
。

〈
盛

〉
『
唐

鏡

』

で

は

、
項

羽

は

、
玉

扶

を
掲

げ

る
笛

増

の

サ

イ

ン

の
意

を

解

し

得

な

か

っ
た

と

す

る
。
『
太

平

記

』

諸

本

も
同

様
、
「

帯

ク

所

ノ
太
刀

之

柄

ヲ
拳

テ
、

三

度
儒

目

加

シ

ヲ

シ
ケ

レ
共

、

項

羽

其
心

ヲ

サ

ト

ラ

ス
、
只

黙

然

ト

シ
テ

居

タ
リ

ケ

ル
」
（
西

源

院

本
、
八

〇

〇

頁

）
。

一
方

、
〈
項

〉

は

、
黙

然

と
し

て
応

じ

な

か

っ

た
（

決

意

し

な

か

っ
た

）
と

す

る
。
　

○

亜
父

座

ヲ
起

テ
、
項

荘

ヲ

招

テ

云

、
「

項

羽

人

ノ
謀

二
随

ズ
　
『

唐

鏡

』

ほ

ぼ

同

。
〈
項

〉
「

厄

増

起

出

、

召
二
項

荘
一
謂

曰

、

君
王

為

ぃ
人
不

ぃ
忍

」
（
四
五

六
頁

）
。
〈
蓬

・

静

〉

の

「
項

庄

」

は
、
「
項

荘

」

の

誤

写

な
い

し

は

誤
読

。

校

異

８
参

照

。

校

異
1
1
・
1
7
も
同

様

。
　

○
汝

浦

公

ヲ
モ

テ

ナ

ス
様

ニ

テ
、

剣

ヲ
抜

テ
舞

近

付

テ
頚

ヲ
切

。

不

然

バ
我

等

還

テ
彼

が
可

蒙

攻
」

（
八
）

卜
云

ケ

レ

バ
　
『
唐

鏡

』
「

汝

人

テ

、
酒

モ
リ

ニ
祝

事

〔
す

る
〕

様

ニ
テ

、

剣

ヲ
抜

テ
、
舞

テ
、

ハ
テ
方

ニ

サ

リ

ケ

ナ
ク

テ

、
浦

公

ヲ
打

殺

セ

、
不

然

者

、
我

等

力

輩

、

浦

公

二
打

レ

ナ

ン

ス

ト
云

」
（
八

九

頁

）
、
〈

項

〉
「

若

入

前

為

ぃ
寿

、

寿

畢

請

以

ぃ
剣

舞

、

因

撃
二
浦

公

於

坐
・
殺

ぃ
之

。

不

者

、

若

属

皆

且

ぃ
為

ぃ
所
ぃ
虜

」
（

四

五

六

頁

）
。

も

て

な
す

は

、

歓

待

、
饗

応

す

る
意

。

こ

の
後

を

含

め

て

、
『
唐

鏡

』
と

の

異

同

が
目

立

つ
が

、

い

ず
れ

も

〈
盛
〉

に
よ

る
省

筆

、
改

変

か

。
　

○

項

荘
替

り

入

テ
、

亜

父

が

教

ノ

マ

こ

一
左
手

二
剣

ヲ
提

テ
、

舞

テ

ハ
浦

公

二
近

ヅ

キ

ケ

リ

『
唐

鏡
』
「
項

荘
還

人

テ
、
亜

父

力
教

ノ

マ

こ

ー
ス

ル

ニ
」
（

八

九
頁

）
、
〈
項

〉
「

荘

則

入

為

ぃ
寿

。

寿
畢

、
曰

、
君

王

与
二
浦

公
一
飲

。
軍

中

無
二
以

為

し
楽

。

請
以

ぃ
剣
舞

。

項

王

日

、

諾

。
項

荘

抜
ぃ
剣

起

舞

」
（

四

五

六

頁

）
。
「

替

り

人

テ
」

は

、
『
唐

鏡

』

の

「
還

人

テ

」

が

良

い

。
〈
盛

〉

が

な

ぜ
、

剣

を

持

つ
手

を
左

手

と

す

る

の

か
未

詳

。
　

○

項

伯

油

公

が
空

ク

伐

事

ヲ

哀

テ

、
剣

ヲ

抜

テ
共

二
舞
　
『

唐

鏡
』
「
項

伯

ト
云

物

、

其

座

ニ
ア

リ
、
項

羽

力

一
家

ニ
テ

ア

レ
ト

モ
、
世

ノ
道

理

ヲ
知

テ
、
浦
公

力

空

ク
殺

レ

ン
事

ヲ

憐

テ

、

又

、

剣

ヲ
抜

テ

、

舞

ケ

リ

」
（

八

九

～

九

〇

頁

）
、

〈
項

〉
「
項

伯

亦

抜
ぃ
剣

起

舞

」
（
四
五

六

頁

）
。
〈
盛

〉

で

は

、
項

伯

は
、

前

段

に

登

場

。
「
項

羽

一

家

二
項

伯

ト
云

者

、
浦

公

二
志

ア

リ

ケ

レ

バ
、
失

ナ

牛
由

ヲ
述

テ

」
。

『
唐

鏡

』

で

は

、
先

に

「
項

羽

〔
項

〕

伯

ハ
東

二
対

テ

ヲ

リ
」

と

記

さ

れ

る

に

も

関

わ

ら

ず
、

こ

こ

で

「

項

伯

卜
云

物

、

其

座

ニ

ア
リ

」

と

す

る

の

は
不

審

。
『

唐

鏡

』

は

、

前
出

「

項

羽

伯

」

を
項

羽

の
み

と

解
釈

し

て

、

項

羽

と
項

伯

の
併

記

と

は
考

え

て

い

な
か

っ
た

か

。
　

○

項

荘

が

近

ヅ
ク

時

、

必

浦

公

ヲ

立

隠

シ

ケ

リ

『
唐

鏡

』
「

サ

リ

ケ

ナ

ク
テ

、
浦

公

ヲ
立

隠

シ
テ

、
打

セ

ス
」（

九
〇

頁

）
、
〈
項

〉「
常

以
ぃ
身

翼
二
蔽

浦
公
一
。
荘
不

ぃ
得
ぃ
撃

」（
四

五

六

頁

）
。

○

張

良
此

事

ヲ

浅

猿

見

テ

、

座

ヲ

立

テ

焚

噌

二
語

タ
ル
　
『

唐
鏡

』
「
張

良

此

事

ヲ
見

ル

ニ

、
浅

猿

ク

テ

、
座

ヲ

立

テ
、

門

へ

出

テ
、

焚

噌

卜
云

物

ニ

ア

フ
、

焚

’
ハ

浦

公

力
憑

タ

ル

物

也
　

今
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（

九
〇

頁

）
、
〈
項

〉
「
於
ぃ
是

、

張
良

至
二
軍

門
・
、

見

二
奨

噌

・
。

奨

噌

曰

、

今

日

之

事

如

何

。

良

曰

、
甚

急

。

今

者

項

荘
抜
ぃ
剣
舞

。

其

意

常

在
二
浦

公
・
也

」
（
四

五

七

頁

）
。
『

唐

鏡

』

で

は
、

奨

噌

は
、

先

に
、
「

焚

噌

、

張

良

、

諌

申

ケ

レ

ハ
」

と

登

場

（
〈
盛

〉

も
同

）
。

し

か

し

、

前

々
項

と

同

様

に
、

こ

こ

も
傍

線

部

の

よ

う

に
記

す

の

は
不

審

。
〈
盛

〉
は

そ

う
し

た
不

整

合

を

改

め

て

い
る

。

○

焚

噌

大

二
驚

テ
、

門

ヲ

入

ニ
　
『
唐

鏡
』
「

奨

噌
大

二
驚

テ
、

今

ハ

限

ニ

コ

ソ
、

我
同

所

ニ

シ

ナ

ン
ト

－

－

谷

ア
、
門

二
人

ル

ニ
」
（
九

〇

頁

）
、
〈
項

〉
「

噌

日

、
此

迫

矣

。

臣

請
入

与

ぃ
之

同

ぃ

命

。

噌

即

帯
ぃ
剣

擁
ぃ
盾

人
二
軍
門
・
」
（
四

五

七

頁

）
。

こ

の
前

後

、
『

唐

鏡

』

に
比

べ
て

、
〈
盛

〉

の
省

筆

が
目

立

つ
。
　

○
守

門

ノ

兵

禦

之

ケ

レ

バ

、
楯

ヲ
先

立

テ

破

入

ヌ
　
『

唐
鏡

』
「

固

メ

タ

ル
者

、

イ

カ

ニ
荒

涼

ニ

ハ
人

ソ

ト

テ

、
制

ス
ル

ニ
、

楯

ヲ

持

テ
、
固

タ

ル
物

ヲ
突

落

テ

、
押

入

ヌ
」
（

九
〇

頁
）
、
〈
項

〉
「

交

戟
之

衛

士

、

欲
二
止

不
「

内
。
奨

噌
側
一
女
ハ
盾
・
、

以

撞

。
衛

士

朴
ぃ
地

。

噌

遂

入
」
（
四

五

七

頁

）
。

○

幕

ヲ

褒

テ
西

二
向

テ
立

リ
。

大

二
填

テ
項

羽

ヲ

見
　
『

唐

鏡

』

ほ

ぼ
同

、
〈
項

〉

「

披
ぃ
帷

西

饗

立

、

填
ぃ
目

視
二
項

王

』

（
四

五

七

頁

）
。
『
唐

鏡

』
〈
項

〉

に

よ

れ

ば

、
項

羽

は
、

東

に

向

か

っ
て

座

っ
て

い

た
。

項

羽

と

対
面

す

る
形

。
　

○

頭

ノ

髪

筋

立

上

、

眼

広

サ

ケ

タ

リ
　
『

唐

鏡

』
「

頭

ノ
髪

ス

チ

コ

ト

ニ

竪

、

目

列

見

姿

－タ

レ

ハ
、

眸

皆

サ

ケ

タ

リ

」
（

九

〇

頁

）
、
〈
項

〉
「

頭

髪

上

指

、

目

脱

尽

裂

」

（
四
五

七

頁

）
。
　

○

項
羽

恐

テ

剣

ヲ

取

テ
脆

キ

、
：
・
「

浦
公

が
臣

焚

噌

也

」

ト

答

ケ

リ
　
『

唐

鏡
』

ほ

ぼ
同

、
〈
項

〉
「
項
王

按
ぃ
剣

而

忌

曰

、

客

何
為

者

。

張

良

曰

、

浦
公

之

参

乗

焚

噌

者

也
」
（

四

五

七

頁
）
。
　

Ｏ

「

サ

ラ

バ
酒

勧

ヨ

」

ト

テ
、

一
斗

ヲ
入

ル

盃

ニ
テ

与

タ

レ

バ
、

焚

噌

悦

気

色

ニ

テ
事

ト

モ

セ

ズ

呑

テ

ケ

リ
　
『
唐

鏡

』

「

酒

ノ

マ
セ

ヨ

ト

テ
、
一
斗

入

盃

ニ
テ

、
酒

ヲ

ノ

マ

ス
、
奨

噌

喜

フ

マ
ネ

ニ

シ
テ

、

事

ト

モ

セ

ス
、

立

が

制
列

飲

ツ
」
（
九

〇

頁

）
、
〈
項

〉
「

項

王

曰

、

壮

士

。

賜
二
之

居

酒
・
。

則
与
二
斗

厄

酒
・
。

噌
拝

者

謝

起
、

立

而

飲
ぃ
之

」
（
四

五
七

～

四
五

八

頁

）
。

○

羨

ノ

肩

ヲ

肴

二
出

タ

リ

ケ

ル

ヲ

バ

、

楯

ノ

上

ニ

テ
太

刀

ヲ

抜

テ

切

テ

食

ス

『
唐

鏡

』
「
項

羽

肴

タ

マ

ヘ
ト

云

ニ
、
長

ノ
ナ

マ
シ
キ

カ

タ
、

ド

ド
列

㈲

、

奨

噌

楯

ヲ

地

二
打

伏

セ

テ
、

長

ノ

カ

タ

ヲ
、

太

刀

ヲ

抜

テ
、

切

テ

、

ク

ウ
」
（

九

〇

～

九

一
頁

）
、
〈
項

〉
「
項

王

曰

、

賜
二
之

飛

屑
・
。
則

与
二

生

長

肩
・
。

奨

噌

覆
二
其

盾

於
地

へ

加
二
医

屑
上
・
、
抜
ぃ
剣
切

而

略
ぃ
之

」（
四
五

八

頁

）
。
『
唐
鏡

』
の
波

線

部

は
、

そ

の

ほ

と

ん

ど

が

〈
項

〉

に

よ

る
。

そ

の
部

分

を

、
〈
盛

〉

は
省

筆

す

る
。
「
長

井

ノ

コ

」
（
〈

名
義

抄
〉

僧
下

七

三

２
）
。
　

Ｏ

「
猶

モ

飲

テ

ン

ヤ

」

卜
項

羽

云

ケ

レ

バ
　
『

唐

鏡
』
「

項
羽

余

ノ

ヲ
ソ

ロ

シ
サ

ニ
、

又

ユ

？
ソ
キ

武

者

ト
云

テ

、
又

ノ

ミ

テ

ン

ヤ

ト
云

ニ
」
（
九

一

頁
）
、〈
項

〉
「
項
王

曰

、
壮

士

。

能

復

飲
乎

」
（

四
五

八

頁

）
。
　

Ｏ

「

命

ヲ

失

共

、

争

辞

シ

申

べ

牛
。

況

一
斗

ノ
酒

物

ノ
数

二
侍

ラ

ズ
」

ト

テ
　
『
唐

鏡

』
「

奨

噌

力

云

、

命

モ

召

ト

テ
モ

、

辞

申

ヘ
キ

ニ
非

ス
、

マ

シ

テ
、

一

斗

ノ
酒

、

物

数

二
侍

ラ

ス
」
（

九

一

頁

）
、
〈
項

〉
「

奨

噌

曰

、
臣

死

且

不

ぃ
避

。

厄

酒

安

足
ぃ
辞

」
（
四

五

八

頁

）
。

こ

こ

ま

で

が
、
『

唐

鏡

』
〈
項

〉

と

一
致

す

る

記

事

。
　

○

眸

長

裂

テ

、

嘆

立

ル

頬

魂
：
・
　〈
盛

〉

独

自

の

表

現

。
『
唐

鏡

』
〈

項

〉

で

は
、

主

浦
公

の
功

臣

ぶ
り

を
讃

え

る
奨

噌

の
弁

舌

が

続

き

、

そ

の
後
厠

に
立

っ

た
浦

公

は
、

奨
噌

と
共

に
逃

れ

去

っ
た

と
す

る
。
　

○

縫

殿
陣

黒
戸

ノ
御
所

ノ

辺

ニ

テ
　

縫

殿

陣
（
朔

平

門

）
か

黒
戸

の
御

所
（

清

涼
殿

の
北

）
の

辺

り

で

の
意

か

。

双

方

距

離

が
離

れ

て

い

る
。

縫

殿

陣

は
、

黒

戸

の

御

所

に
近

い
滝

口

の

陣

の
誤

り

と

も
考

え

ら

れ

る

が
、

次

に
見

る

よ

う

に
、

十

一

月

中

の
丑

・
寅

・

卯

・
辰

の
四

日
間

行

わ
れ

た
五

節

の

う
ち

、

寅

・
卯

の
日

に
は

、

殿
上

人

達

は
、

清

涼
殿

か

ら

縫

殿

陣

を

め

ぐ

り
、

五

節

所

に

向

か

っ

た

り

し

た

。
「

寅

日

殿

上

の
淵

酔

あ

り

。

…

…

御

ゆ
殿

の

は
ざ

ま

よ

り
下

に
お

り

て

、
北

の

ぢ

ん

（
縫

殿

陣

）

を

め
ぐ

り
て

、

五

節
所

に
む

か

ふ
」
（
『
建

武

年
中

行
事

』

群

書

類

従

）
、
「

寅

の

日

は
又

殿
上

の

（
九
）

10-;

日

ノ

事

ﾉ ＼

イ

カ

｀ゝ

成

ヌ

ル

ト

一
う

－

ゝ

浦

公

今

ﾉゝ

叶

マ

シ

キ

一－

コ

ソ

ト

イ

ヘ

ノ＼



淵
酔
漸

は
じ

ま
り

で
…
…
北
の

陣
を

わ
た
り

つ
つ
　

渡
殿

を
経

て
や
廻

ら
む
」

（
『
拾
菓
集
≒

五
節
本
」
中
世
の
文
学
）
、
「
新
院
の
御

賭
物
に
は
、
亀
山
殿

に
て
、

五

節
の
ま
ね
に
、
舞
姫
・
童
・
下

仕
へ
ま
で
に
な
さ
れ
け
り
。
上
達
部
、
直
衣

に

衣
出
だ
し

て
、
露
台
の
乱
舞
・
御
前
の
召
し
・
北
の
陣
・
推
参
ま
で
尽
く
さ
れ
侍

け
る
と
ぞ
う
け
給
し
」
（
大
系
本

『
増
鏡
』
三
六

四
頁
）
。
舞
姫

の
控

え
る
五
節
所

は
、
常
寧
殿
の
四
隅
に
置
か
れ
た
（
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
八

―
四
、
『
兵
範
記
』

仁
安
元

年
十
一
月
士

二
日
条
等
）
。
た
だ
し
、

こ
れ
ら
の
記

事
は
五

節
の
寅
の
日

に
行
わ
れ
た
御
前

の
試
み
に

つ
い

て
記
し

た
も
の
で
、
〈
盛
〉
の
設
定
で
あ
る
豊

明
節
会

が
行

わ
れ

た
辰

の
日
と

は
異
な
る
。
正

規
の
内
裏
図
に
お
い
て
は
、
黒
戸

と
朔
平

門
（
＝
北
陣
＝
縫
殿
陣
）
は
か
な
り
距
離

が
あ
る
が
、
「
上

御
門
烏
丸
内

裏
推
定
復
原
図
」
（
川

本
重
雄
）

に
よ
れ
ば
、
土

御
門

内
裏
に
お
い
て
も
黒
戸

が

清
涼
殿
の
北
辺

に
位
置
し
た
と
仮
定
す
る
と
、
北
陣
ｈ
縫
殿
陣
と
は
そ
れ
ほ
ど
離

れ
て
は
い
な
い
。

た
だ
し
、
川
本
氏
は
朔
平
門

を
北
陣
と

は
区

別
し

て
「
東
面
北

小
門
」
に
措

定
さ
れ
て
お
り
、
北
陣
と
朔
平
門

の
ど
ち
ら
を
縫
殿
陣
と
称
し

た
が

疑
問
を
残
し

て
い
る
。
た
だ
し
、
縫
殿
陣
の
呼
称
が
「
陣
」

に
起
源
す
る
も
の
で

あ
る
と

い
う
こ
と
か
ら
考
え

る
と
北
陣

の
可

能
性
が
強

い
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

な
お
、
黒
戸

は
清
涼
殿
と
弘
徽
殿
を
結

ぶ
廊
の
あ
た
り
を
指
す

が
、
こ
の
あ
た
り

＝
黒
戸
方
に
お
い
て
は
「
種
々
雑
御
遊
」
（
『
中
右
記
』
康
和
五
年
十
二
月
十
二
日

条
）
、
「
御
遊
」
（
『
中
右
記
』
長
治
元
年
正

月
二

十
四
日
）
、
「
雑
御
遊
、
神
楽
・
風

俗
」
（
『
中
右
記
』
長
治
元
年
十
一
月
十
二

日
）
、
「
神
楽
遊
事
」
（
『
中
右
記
』
長

流

元
年
十
一
月
二

十
七
日
）
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
各
種

の
御
遊
が
催
さ
れ
た
。
ま
た
、

「
黒
戸
に
殿
上
人
い
と
多
く
居

た
る
」
（
『
枕
草
子
』
第
一
〇
一
段
）
、
「
殿
上
人

ど

も
黒
戸

に
て
碁
を
打
ち
け
る
」
（
『
徒
然

草
』
第
二

三
〇

段
）
等
と

あ
る
よ
う

に
、

殿
上
人

た
ち

が
く

つ
ろ
ぐ
空
間
で
も
あ

っ
た

ら
し

い
。
　

○
怪
人
　

こ

の
後

に
、

（

百

秀

成

が

、

闇

討

の

張

本

と

記

さ

れ

る

。
　

○

一

尺

三

寸

ノ

鞘

巻
　

先

に

「

装

束

ノ

上

横

夕

へ

指

テ

」
と

記

さ

れ

て

い

た
「

黒

鞘

巻

」
の

こ

と

。

こ

の

後

に

、
「

刀

」
「

殊

二
大

ナ

ル

黒

鞘

巻

」
「

オ

ホ
刀

」
「

腰

刀

」
「

腰

ノ
刀

」
「

上

ハ

黒

塗

ノ

鞘

巻

、

中

ハ

木

刀

二
銀

薄

ヲ

押

タ

リ

」
と

記

さ

れ

る

。
「
刀

は

さ

や

巻

と

も

い

ふ

、
又

腰

刀

と

も

、

こ

し

の

物

と

も

云

、

又

さ

う

巻

と

も

い

ふ

、

長

さ

六

七

寸

よ

り

八

九

寸

迄

な

り

」

（
『
軍

用

記

』

巻

四

・

刀

）

に

見

る

よ

う

に

、
一

尺

三

寸

の

鞘

巻

は

か

な

り

大

き

い

。

－

「

殊

二
大

ナ

ル

黒

鞘

巻

」
「

オ

ホ

刀

」

と

は

、

そ

う

し

た

意

識

の

反

映

で

あ

ろ

う

。

し

か

し

、
〈

延

全

注

釈

〉
（

巻

一
－

一

一

八

頁

）

は

、
『

武

家

名

目

抄

』

や

『
法

曹

至

要

抄

』

を

引

い

て

、

コ

尺

三

寸

」

は

、

懐

中

す

る

刀

の

標

準

の

寸

法

の

一

つ

だ

っ

た

と

す

る

。

な

お

、
〈
盛

〉

で

大

き

さ

の

判

明

す

る

腰

刀

は

、

他

に
二

本

。

一

尺

余

（

文

覚

）
、

七

寸

五

分

（

巴

）
。
　

○

其
　

覧

は

、

賢

の

俗

字

。
　

○

勘

解

由

少

路

中

納

言

経

房

卿

、

其

時

ハ

頭

弁

ニ

テ
　

勘

解

由

９
か
け
ゆ
」
と
も「
か
で
の
　　　
と
も
Ｊ－
・ぅ
）
小

路

の

南

に

居

を

構

え

て

い

た

こ

と

か

ら

の

呼

称

。

光

房

の

子

吉

田

経

房

を

い

う

が

、

経

房

の

頭

弁

任

官

は

、

治

承

三

年

（

一

一

七

九

）

十

月

十

日

の

こ

と

。

長

承

元

年

当

時

の

頭

弁

は

、

源

師

俊

。

経

房

の

中

納

言

任

官

は

、

元

暦

元

年

（

一

一

八

四

）

九

月

。

巻

四

十

六

「

吉

田

経

房

卿

廉

直

」

に

、
「

吉

田

中

納

言

経

房

卿

ヲ

バ

、

其

比

ハ

勘

解

由

少

路

中

納

言

ト

云

キ

。

廉

直

ノ

姓

世

二

顕

シ

、

忠

貞

ノ

誉

無

ぃ
隠

」

と

称

揚

さ

れ

る

。
〈

延

〉
「

ウ

ル

ハ

シ

キ

人

」
（
巻

十

二
－

二

三

才

、
〈

覚

〉
も

同

じ

）
、

〈

屋

〉
「

直

シ

キ

人

」
（

八

九

八

頁

）

と

あ

る

よ

う

に

、

経

房

は

廉

直

な

人

物

と

し

て

描

か

れ

て

い

る

。

今

回

の

結

構

の

張

本

を

批

判

す

る

と

こ

ろ

も

、

そ

う

し

た

認

識

に

基

づ

い

て

い

る

。
　

○

花

ヤ

カ

ニ

装

束

シ

タ

ル

者
　

『

今

昔

物

語

集

』

巻

二

十

八

「

尾

張

守

口

五

節

所

語

第

四

」

に

、
「

殿

上

人

・

蔵

人

ノ

出

シ

掛

ヲ

シ
、

織

物

ノ

指

貫

ヲ

着

、

様

々

二
装

ソ

キ

テ

通

ル

ヲ

」
（

新

大

系

５
－

一

九

六

頁

）

と

あ

る

よ

う

に

、

五

節

の

時

、

殿

上

人

達

は

華

や

か

に

着

飾

っ

て

い

た

。

そ

の

中

で
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も

、

秀

成

は

、

ひ

と

き

わ

目

立

っ
て

着

飾

っ
て

い

た

と

も
読

め

る
。

と

す

れ

ば

、

こ

う

し

た
描

写

は
、

秀

成

を

こ

の
後

嘲

笑

的

に
描

く
た

め

の

伏

線

と

も
解

し

う

る

か

。
　

○
刀

ヲ
抜

テ
我

ヲ

キ

ラ

ン
ト

シ
ツ

ル

ガ
　

先

に

「
一

当

々

バ
ヤ
」

と

あ

っ

た

。
『〈
「
昔

物
語

集
』

に
は
、
刀

の

機
能

と
し

て
、「
切

ル
」

が
二

例

、
喉

を
「
掻

切
ル
」

が
一
例

見
ら

れ

る
が
、
中

世

の
刀

は
、

基
本

的

に
「
突

く
」
ま

た

は
「

さ
す

（
差
す
・

指

す
）
」

も

の

（
近
藤

好
和

）
。
　

○

自
火
　

も
と

も

と

は
自
宅

か

ら

の
出

火

の

意

だ

が
、
〈
日
国

大

〉

は
、
〈
盛

〉

の

こ

の
用

例

を
引

き

、
「

自

分

の

神

経

か

ら

起

こ

し

た
苦

悩

」
（

６
－

四

九

七

頁

）

と

解

す

る
。

他

の
用

例

未

見

。
　

○

中

宮

亮

秀

成
　
『
参

考
源

平

盛

衰

記

』

が

考
証

す

る
よ

う

に

、
父

秀

俊

と

と

も

に
未

詳

。
〈
尊

卑

〉
〈
補

任

〉

に
も

見

ら

れ

ず
虚

構

と

考

え

ら

れ

よ

う
。

中

宮

亮

は

『
官

職

秘

抄

』

に
「

華

族

、

四

位

諸

大

夫

、

或

公

達
、

或

大

業

者

任
ぃ
之

」
、
『
職

原

抄

』

に

「

名

家

四

位

中

択

’・
其

人
・
任

ぃ
之

、

知

識
中

之

諸

事

故

也

」

と

あ

る
よ

う

に
中

世

に

お

い
て

は
名

家

の

家

格

の
貴

族

の
就

任

す

る
地

位

で

あ

っ
た

。
し

か

し

、

摂

関

期

に

お

い
て

は
大

江

清

通

（
『
小

右

記

』

長

保
元

年

九
月

十

日
条

）

や

高

階
明

順

（
『
小

右
記

』

長

保
元

年
十

二

月

十

六

日

条

）

の
よ

う

に
大
江

氏

や

高
階

氏

で

も

就

任

す

る
場

合

が

あ

っ

た

。

古

い

時

代

に

は

、

よ

り

実

務

が
重

視

さ

れ

た

証

拠

で

あ

ろ

う
。

ま

た

、
「

今

朝
正

四

位
下

行

中

宮

亮

高

階

朝

臣
公

俊
卒

去

、
：
・
依
ぃ
有
一
事

縁
一

補

・
当

時
中

宮

亮
一
也
」
（
『
中

右

記

』

承

徳
元

年

閏
正

月

十
六

日
条

）

と

あ

る

よ

う

に
「
事

縁

」

す

な
わ

ち

、
中

宮

も

し

く

は

そ

の
周

辺

と

の
縁

故
関

係

が

あ

る
者

が

選

ば

れ

て

い

る
よ

う

で

あ

り

、
さ

ら

に
藤

原

定

頼

が
「
可

ぃ
奉

仕

賀

茂
祭

使

』
（
『
小

右

記

』
長

和

五

年

三

月
七

日
）

と

い
う

理

由

で

任

命

さ

れ
た

り

、

源
高

実

が
「

祭

除
目

」

の

一
環

と

し

て

任

命

さ

れ

る

な

ど
賀

茂

祭

に
お

い
て

注
目

さ

れ

る
存

在

で

あ

っ
た

こ

と

な

ど
、

中

流

貴

族

に

と

っ
て

は

な

か

な

か

に
魅

力

的

な

官
職

で

あ

っ

た
よ

う

で

あ

る
。

そ
れ

ゆ

え

、

そ

れ
以

上

に
出
世

の
勢

い

の

あ
る

忠

盛

を
嫉

む
官

職
と
し

て
設
定
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　

○
抑
五
節
卜
申
ハ
、
昔
浄
見

原
帝
御
宇

二
：
・
　
こ
こ
で
五
節
由
来
話
を
引

く
こ
と
は
、
他
に
〈
延
・
長
〉
に
も

見

ら

れ

る

が
、
〈
延

〉

は
、

巻
五
－

三

五
、
〈

長

〉

は
巻

十

一
、
〈
盛

〉

は

巻

二

十
四
に
も
、
大
１　
会
が
行

わ
れ

ず
、
新
嘗
会

で
五
節
だ
け
が
行

わ
れ

た
記
事
の

中
で
、
五
節
由
来
話
を
重
出

さ
せ
る
。
　
○
唐
士
ノ
御
門
ヨ
リ
息
音
山
ノ
玉
ヲ
五
、

進
給
ヘ
リ
　
「

唐
土
」

は
「
唐
土
」
の
誤
り
。
「

唐
土
」
で
モ

ロ
コ
シ
と
読
ま
せ
て

い
る
。
五

節
由
来
話
は
、
『
本
朝
月

令
』
の
他
、
『
江
家
次
第
』
『
政
治
要

略
』『
江

談
抄
』
『
袋
草
子

』
『
十
訓
抄
』

等
に
見
え
る
が
、

い
ず
れ
も
息
音
の
玉
説
話
を
記

さ
な
い
。
『
平

家
物
語
』
諸
本
の
中

で
、
息
音
の
玉
説
話
を
記
す
の
は
、
他
に
〈
延
〉
。

〈
延
・
盛
〉
で
は
、
「
息
音
山
の
玉
」

に
よ

っ
て
、
天
武
天
皇
が
仙
女
の
五
節

の
舞

を
明
視
し
、
こ
れ
を
地
上

に
写
し
留
め
た
宮
廷
行
事

に
お
け
る
歌
謡
「
白
薄
様
・：
」

の

起
源

と
し

て
語
る
（

横
井
孝

）
。
　

○
暗
　
「
暗
　

ヤ
ミ
」
（
〈
名
義
抄
〉

仏
中

九
二

５
）
。
　

○
是
ヲ
豊
明
ト
名
付
タ

リ
　

豊
明

の
語
源
は
、
酒

を
飲
ん
で
顔
の

火
照

る
こ
と
を
言

う
が
、
平
安
期
以

降
に
は
、
「
豊
明
」

の
「
明
」
字
を
字
義

ど

お
り
の
「
光
」
の
意

に
解
す
る
こ
と
が
一
般

に
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
良
音

の

玉
説
話
の
伝
承
を
介
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
豊
明
起
源
説
話
と
、
五
節
の
歌
の
「
唐

玉
」

と
は
結
び
つ
く
（

横
井

孝
）
。
　

○
天
武
天
皇
芳
野
河

二
御
幸
シ
テ
御

心
ヲ

澄

シ
琴
ヲ
弾

給
シ
ニ
、

神
女

空
ヨ
リ
降
下
り
・：
　
〈
延
〉

の
み
「
其
比
又
唐
土

ノ

商
山

ヨ
リ
仙
女
五
人

来
テ
」
と
す
る
。
な
お
、
〈
延
〉

の
巻
五
や
、
〈
長
・
盛
〉
の

重
出
す

る
五
節
由
来
話
、
五
節
由
来
話
を
乗
せ

る
『
本
朝
月

令
』
等
は
、
総
て
天

武
天

皇

が
吉

野
川

御
幸

時
の
琴

弾
の
折
、

神
女

が
天
下

っ
た
と
い
う
音
楽

奇
瑞

譚
。
　
○
彼
舞
ノ
手
ヲ
摸
ツ
ヽ
雲
ノ
上
人

舞
卜
カ
ヤ
　
〈
延
〉
同
。
『
摸
　

ウ
ツ
ス
」

ス
名
義
抄
〉
仏
下
本
五
五

６
）
。
　
○
筆
ノ
軸
ヤ
」
ト
ハ
ヤ
ス
也
　

校
異
7
3参
照
。

〈
近

〉
「
筆

ノ
軸
ナ

ド
」
、
〈
長
〉
「

筆
の
ぢ
く
な
ん
ど
こ
そ
は
や
す
に
」
が
正

し
け

（
一
じ

102
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れ

ば
、「

ヤ
」

は

、「

ナ
」

の

誤

り

と

な

る
。
「
筆

ノ
軸

ヤ
」

で
正

し

け

れ

ば
、「

ヤ
」

は
間

投
助

詞

か

、
あ
る

い

は

「
筆

ノ
軸

、
ヤ
」

ト

ハ

ヤ
ス

也

」

と

す

べ
き

か

。
〈
校

注

盛

〉
一

九
頁

頭

注

に
引

く
「

と

も

ゑ
か

い

た

る
筆

の
ぢ

く

、
利

刊

こ
と

う
と

う

」

（
綾

小

路

俊

量

卿

記
）

の
傍

線

部

に

該
当

す

る
か

。

○

厳

キ
　

校

異
7
5
参

照

。〈
校

注

盛

〉

は

、
「

う

つ
く
し

」

と

ル

ビ
を
振

る
。
〈
延

〉
「

ウ

ス

ク

ウ

ツ

ク

シ
キ

」
。

○

上

方

二
　

校
異
7
9
参

照
。
〈
延

〉
「
上

サ

マ
ニ
」
。
　

○

尭
　

校
異
8
0
参
照

。
「
見

カ

タ
チ
」
（
〈
名

義

抄
〉

仏
中

一
〇
四

Ｉ
）
。
「

マ
キ
ア
ゲ

タ
ル
カ
タ
チ

ニ
」
（
〈
延

〉
）
。

○

五

節

宴
酔

ノ
肩

脱

ニ

ハ

、
必

カ
ク

ハ

ヤ

ス

ヲ
　

五

節

の
淵

酔

に

、
白

薄

様

が
囃

さ
れ

た

こ

と

は
、
『
建

礼

門

院

右
京

大

夫

集

』

三
二

三

の
詞

書

に

も
確

認

で

き

る
。

「
五

節

の
頃

、
霜

夜

の
有

明

に
、

宮

の
御

方

の
淵

酔

に

て

、
白

薄

様

な

ど

の

こ

ゑ

聞

ゆ

る

に

も

、
：
・
」
。
〈
盛

〉

で

は

、
五

節

の
淵

酔

の
折

に

は

、

必

ず
「

カ

ク

」
、

こ

の

よ

う

に
白

薄

様

が

囃

さ

れ

る

の
だ

か

の
意

と

な
る

。

一

方
、〈
延

〉

に
は

、
Ｔ

・

「
巻

ア

ゲ

ノ
筆

」

ト

ハ

ヤ

シ

牛
。

サ

レ

バ
舞

人

ノ
形

ア

リ

サ

マ
ヲ

、

ハ

ヤ

ス

ベ
牛

事

ニ

テ
ソ

有

ケ
ル

。
而

ニ
「

ス
ガ

メ
ナ

リ

ケ

リ
」

ト
ハ

ヤ
サ

レ

テ
」

と

あ

る

。

つ

ま

り
、
〈
延

〉

で

は

、
五

節

起
源

説

話

に
見

る

仙
女

は
、
そ

の
形

あ

り

さ
ま

が
人

々

に
囃

さ

れ

た
よ

う

に

、
五

節

の
舞

の
囃

子

は
、

そ

の
舞

い
手

の
形

あ
り

さ
ま

が

囃

さ

れ

る

べ
き

で

あ

っ
た

と

い

う

。
「

而

ニ
」
、

忠

盛

は

、
「

ス

ガ

メ

ナ

リ

ケ

リ
」

と

囃

さ

れ

た

と

す

る

（

早
川

厚

こ

。
　

○

御

前

ノ
召

二
依

テ
、

忠

盛

ノ
舞

ケ
ル

時

ニ
　
〈
延

〉
「
御

前

二
召

シ

ア

リ

テ
、

忠

盛

朝

臣

被
参

ケ

ル

こ

。

御

前

の
召

は
寅

の
日

に
も

行

わ

れ

た

が
、
こ

こ

で

は
辰

の

日

の
豊

明

節

会

の

後

に

行

わ

れ

た
も

の

。

御

前

の
召

し

で

朗

詠
・
乱
舞

が
行

わ
れ

た
場

所

に

つ

い
て

、
二

説

あ

り
。
「
紫

宸
・

仁

寿

両

殿

の

間

の

露
台

」
（
新

大

系

『
平

家

物
語

上

』

七

頁

）
、
「

清
涼

殿

の
広

庇

」

（

全

注

釈

『
平

家

物

語

上

』
五

三

頁

）
。

新

大

系

の

注

は
、
「
辰

日

と

よ

の

あ
か

り

の
節

会

な

り
。
・：
せ

ち

ゑ

の

ほ

ど

露

台

の

乱

舞

あ

り

」
（
『
建

武

年

中

行

事

』
）
、

⊇
一
）

「
五
夜

の
節
会
の
け
ふ

の
名
残
・：
露
台

の
乱
舞
も
終
ぬ
れ
ば
」
（
『
拾
菓
集
』
「
五
節

本
」
）

な
ど
に
見

ら
れ
る
「

露
台

の
乱

舞
」
に
よ
っ
た
も
の
か
。
た
だ
し
御
前
の

召

し
で
の
舞

が
、
「
露
台

の
乱
舞
」
で
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
淵
酔
は
「
正
月
・

五

節
、

ま
た
は
臨
時
の
大

礼
の
後
、
殿
上
人

を
清
涼
殿
に
召
し

て
催

さ
れ
た
酒
宴

を
い
う
。
淵
酔
は

フ
兄
ん
す
い
」
と
も
い
い
、
語
義

は
深
く
酔
う
こ

と
で
、
節
会

な
ど
の
恒
例
的
公
宴
と
は
異
な
り
、
臨
時
的
私
宴
の
性
格
を
有
し

た
」
（
『
有
職
故

実

大
辞
典
』

吉
川

弘
文
館

）
。
と
す

れ
ば
全
注
釈

の
よ
う
に
「
清
涼
伝

の
広
廂
」

と
す
る
の
が
妥
当
か
。
　

○
最
興
ア
リ
テ
ソ

聞
エ

シ
　
〈
盛

〉
の
独
自
本
文
。
侮

辱
的

な
囃
子

百
果
に
堪

え
て
、
五
節
の
場

か
ら
退
場
せ
ざ
る
を
え
な
い
忠
盛
に
寄

り
添

う
形
で
話
を
進
め
る
諸
本

で
は
、
こ
う
し
た
話
末
評
語
は
考
え
が
た
い
。〈
盛
〉

で
は
、
忠
盛
を
活
写
し

な
が
ら
も
、
一
方

で
囃
子

言
葉
を
臨
機
応
変

に
替
え
て
囃

し

た
殿
上
人

達
を
も
賞
賛
す

る
。
こ
う
し
た
〈
盛
〉
の
描
き
方
は
、
〈
盛
〉

に
特

徴
的
な
「
い
づ
れ
も
と
り

ど
り
」
と
い
う
視
点
と
重
な
る
か
。
後
出
の
「
兼
家
三

妻
錐
」
の
記
事
で
も
、
忠
盛
に
同

情
的

な
意
見
と
殿
上
人

の
囃
を
肯
定
す
る
視
点

が
並
記
さ
れ
る
。
な
お
、
〈
四
・
闘
・
延
・
長
・
南
・
屋
・
覚
〉
は
、
こ

の
後
に
、

忠
盛

が
、
「

伊
勢
平

氏
は
す

が
め
な
り
け
り
」
と
囃
さ
れ
た

そ
の
理
由
を
記
す
け

れ

ど
も
、
〈
盛
〉

は
少
し
後

の
早

鬼
譚
の
後
に
置
く
。
同
記
事
の
注
解
「
忠
盛

ハ
、

桓
武
天
皇

ノ
御
苗
裔
・
：
」
参
照
。
　
○
忠

盛
身
ノ
カ
タ
ワ
ヲ
謂
レ
テ
　
形

あ
り

さ

ま
で
は
な
く
、
目

の
砂
と
い
う
欠
陥
を
言
わ
れ
た
こ
と
を
指
す
。
　

○
乱
舞

ノ
時

モ
猶
サ
シ
タ
リ
ケ
リ
　
〈
延
・
長
〉
で
も
、
「
着
座
ノ
始
ョ
リ
乱
舞
ノ
終
マ

デ
、
束

帯

ノ
下

ニ
」
刀
を
指
し

て
い
た
と
す
る
が
、
「
傍
輩
ノ
雲
客
此

ヲ
見
テ
、
恐
惶

ノ

心

ア
ル
ナ
ラ
バ
、
闇
討
ハ
セ
ザ
ラ
マ
シ
ノ
謀
也
」
（
〈
延
〉
巻
一
－

一
七

ウ
）
と
記

す
よ
う

に
、
示

威
行
動

に
よ
り
、
闇
討
を
未
然

に
防
ぐ

た
め

の
も
の
で
あ
っ
た
。

〈
盛
〉

で
は
そ
う
し

た
示
威
行
動
ば
か
り
か
、
刀
を
主
殿
司

に
預
け

る
際
、
「
後

ニ

l（ １
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必
尋

ア
ル

ベ
シ
」

と
言

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
示
威
行
動
を
執
拗
に
繰
り
　
　
　

人

達
に
、
こ

の
後
、
訴
え
さ
せ

る
た
め
の
伏
線
と
し

て
も
読
め
る
か
。

返
し
、
そ
の
刀

を
本
物
の
刀

で
あ
る
よ
う
に
見
せ
つ
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
、

殿
上

【
引
用
研
究
文
献
】

＊
川
本
重
雄
「
土
御
門
烏
丸
内
裏
の
復
原
的
研
究
」
（
日
本
建
築
学
会
論
文
報
告
集
三
三
五
、
一
九
八
四
・
１
）

＊
近
藤
好
和
『
中
世
的
武
具
の
成
立

と
武
士
』
（
吉
川
弘
文
館
二
〇
〇
〇
・
３
）
。

第
二

章
。

＊
早
川
厚
一
「
『
平
家
物
語
』
「
殿
上

の
闇
討
」
話
の
先
例
説
話
－

延
慶
本

の
上
代
・
末
代

に
つ
い

て
１

」
（
国
語

と
国
文
学
、
一
九
九
三
・
６
．

改
稿

の
上
、
『
平
家
物
語
を

読
む
』
和
泉
書
院
二
〇
〇
〇
・
３
再

録
）

＊
横
井
孝
「
平

家
物
語
と
五
節
由
来
説
話
」
（
十
文
字
中
・
高
等
学
校
紀
要
四
号
、
一
九
八
二
・
３
）

き
ょ
ゅ
ぅ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
い
し
ゅ
つ

っ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

び
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヵ
ヵ
や

未

。
御

遊

モ

終

ツ
フ
ザ

ル

ニ

、

退

出

ノ

次

ご

、

火

ノ

ホ

ノ

暗

半

影

ニ

テ

、

、
オ

ホ

刀

ヲ

抜

，
出

″
シ

、

黙

ニ

ス

ハ

リ

く

ト

，
引

，
当

て
ケ

レ

バ

、

火

ノ

光

ニ

，
耀

，
合

。
テ

キ

か
　
　
　
　
　

ぃ
　
　
　

し
し
ん
で
ん
　
　

ぅ
し
ろ
　
　
　

と
の
も
づ
か
さ
　
　
　
　
　
　

こ
し
が
た
な

さ
や
　
　
　
　
　
　
　

の
ち

ラ

メ

キ

ケ

レ

バ

、

殿

上

ノ

人

々

皆

，
見

べ
之

。
。

忠

盛

，
如

べ
此

よ

シ

テ

、

出

。
様

二
紫

宸

殿
「
二
四
ノ

後

ニ

テ

、

主

殿

司

ヲ

招

，
寄

。
、

腰

刀

ヲ

鞘

ナ

ガ

ラ

抜

，
、
「

後

二

必

″
尋

。
ア

た
し
　
　

あ
づ
　
　
　
　
　
　
　

い
　
　
　
　
　
　

い
へ
さ
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ま
　
　
　
　
　

ひ
が
ご
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

べ
ち

ル

ベ

シ
。

穏

。
ニ

預

ケ

ン

」

ト

テ

出

ゴ

ケ

リ

。

家

貞

，

主

ヲ

待

窓

西

テ

、
「

イ

カ

ニ

」

卜

申

、
ケ

レ

バ

、
有

，
ノ

儡

二

語

ラ

バ

僻

事

ス

ベ

牛

者

ナ

レ

バ

、
「

別

ノ

事

ナ

シ

」

ぢ
ゅ
ぅ
だ
い
　
ゅ
み
ゃ
と
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぅ
ん
じ
ゃ
ぅ
ま
じ
は

ト

ソ

答

ヘ
ケ

ル

。

，
五

節

以

後

公

卿

殿

上

人

、

一

同

二

訴

へ
申

サ

レ

ケ

ル

ハ

、
「

忠

盛

サ

コ

ソ

重

代

ノ

弓

矢

取

ナ

ラ

ン

カ

ラ

ニ

、

加

様

ノ

雲

上

ノ
交

竺

、

殿

上

人

タ

ル

，
者

。
、

こ
し
が
た
な
　
　
　
　
　
　
　

ぽ
ぅ
じ
ゃ
く
ぶ
じ
ん
　
　
　
　
　
　

ゅ
ぅ
け
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ざ
れ
つ
　

ひ
ゃ
・っ
ぢ
ゃ
・っ
た
ま
は

き
ゅ
ぅ
ち
ゅ
ぅ

し
ゅ
っ
に
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
い

腰

刀

ヲ

差

，
顕

？

條

、

傍

若

無

人

ノ

振

舞

也

、

雄

剣

ヲ
帯

シ

テ

，
公

庭

二

座

列

シ

、

兵

杖

ヲ

賜

っ
テ

宮

中

ヲ
出

入

ス

ル

事

ハ

、
1
0格

式

ノ

礼

ヲ

定

。
タ

リ

。
1
1而

。
ヲ

忠

盛

或

。
。

さ
ぅ
て
ん
　
　
　
　
　

が
ぅ
　
　
　
　
　
　
　

つ
は
も
の

て
ん
じ
ゃ
ぅ
　
こ
に
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ょ
こ
　
　
　
　
　
　

せ
ち
ゑ
　
　
　
　

れ
つ
　
　

き
た
い
　
ら
ぅ
ぜ
き
　
　
　
　

み
ふ
だ

相

伝

ノ
1
2郎

等

ト

号

シ

テ

、
1
3
布

衣

ノ

兵

ヲ

殿

上

ノ

小

庭

二
召

，
置

，
、

或

。
ｊ

其

。
身

腰

ノ

刀

ヲ

横

に

差

、
テ

、

節

会

ノ

座

二
列

ス

、

希

代

ノ

狼

籍

也

。

早

，
御

札

ヲ
1
5削

テ

、

べ
　
ら
　
　
け
く
ゎ
ん
ち
ゃ
ぅ
に
ん
　
　
　

れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぐ
ん
し
ん
　
れ
つ
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
に
は
　

し
こ
ぅ

可

‥
被

飛

解

官

停

任

万
由

仁

被

ぃ
中

，
タ

リ

。
「
二
五
上

皇

ハ

、

群

臣

ノ

列

訴

二

驚

，
思

，
召

，
、

忠

盛

ヲ

召

、
テ

有

ご
御

尋

ぺ
。

陳

ジ

中

，
ケ

ル

ハ

、

飛

郎

徒

。
小

庭

二

伺

候

ノ

事

、
2
0

ず

ぞ
ん
ち
　
　
　
　
　

き
ん
じ
つ
　
　
　

ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
に
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ず
　
　
　
　
　

す
い
さ
ん
ざ
い
く
わ

不

存

知

仕

っ
。

但

，
近

日

人

々
2
1被

ペ

相

。
構
｛

子

細

依

り

有

づ

其

。
聞

ｊ

、
2
2
年

来

ノ

家

人

、

為

ぺ
助

Ｊ
ま

其

。
難

↓
、

忠

盛

二
不

ぃ
知

よ

シ

テ

推

参

罪

科
2
3
可

ぃ
有

二
聖

断

・
。
2
4
次

ニ

と
の
も
っ
か
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

じ
っ
ぷ
　
　

と
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
は
　
　
　
　
　

く
だ
ん

刀

ノ

事

、

主

殿

司

二
預

丿

置

候

合
2
6
被

二
召

，
出

回

依

て

実

否

ぺ
、

咎

ノ

御

左

右

ア

ル

ベ

キ

欺

」

ト

奏

シ

ケ

レ

バ

、

ぷ

誠

二

有

つ
其

。
謂

丿

」

ト

テ

、

件

ノ

刀

ヲ

召

，
出

。
シ

テ

、
2
8

ぇ
ぃ
ら
ん
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
や
ま
き
　
　
　
　
　
　
　
　

ぎ
ん
ば
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
’っ

さ
　
　
　

ょ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
に
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
ぃ
し
ん

及

こ
叡

覧

ぺ
。

上

ハ

ぶ

一
漆

ノ

鞘

巻

、

中

ハ
3
0木

刀

二
3
1銀

簿

ヲ

押

，
タ

リ

。
「

為

幡

遁

二
当

座

之

恥

べ
横

で

差

、
タ

レ

共

、

恐

号

後

日

之

訴

ヘ
ス
3
3
木

刀

ヲ

構

ダ

リ

、

用

意

之

鉢

神

ぺ
ぅ
　
　
　
　
　
　
　
　

す
ぃ
さ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
　
ぞ
ん
ぢ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぇ
ぃ
か
ん

妙

也

。

郎

従

小

庭

ノ

推

参

、

武

士

ノ

郎

等

ノ

習

欺

。
3
4死

ご
存

知

一
之

由

中

″
上

ハ

、

忠

盛

が

咎

ニ

ア

ラ

ズ

」

ト

、

こ

劈

ア
預

言

叡

感

作
ケ

リ

。

し
ぅ
　
　
　
　

ち
ゅ
ぅ
し
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
は
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ょ
ぅ
じ
ょ
ぅ
　
　

さ・っ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
さ
　
　
　
　
　

あ
は
　
　
　
　

す
こ
ぶ
く
ん
ゎ
ぅ

「
二
六
周

。
成

王
3
6
ノ

忠

臣

ニ

、

キ

リ

ウ

上

石

兵

ア

リ

。
3
7
依

≒

勧

賞

作
、

位

至

ー
丞

相

ぺ
。

早

鬼

大

臣

ト

云

合

代

ヲ
3
8治

よ
ア
人

ヲ
3
9憐

八
ム

事

、

頗

。
君

王

ノ

如

，
ナ

リ

ケ

レ

バ

、

ぉ
ん
し
ゃ
ぅ
は
ぅ
ば
ぃ
　
　
　
　
　
　

ぐ
ん
し
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
け
　
　
　
　
　
　

を
り
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ぃ

ぎ
　
　
　

く
ゎ
ぅ
き
ょ
　
　

こ
ぶ
ん
　
　
　

ぎ
ょ
ぃ
ぅ

御
4
0
気

色
4
1
超

ぃ
世

。
、

恩

賞

傍

輩

二
過

″
タ

リ

。

群

臣
4
2
妬

ド

之

、
、

亡

Ｊ
サ

ン

ド

思

へ

共

、

猛

４
　　
人

ニ

テ

、

折

ヲ

得

ズ

。

臣

下
4
3
内

議

シ

テ

、

皇

居

ニ
4
4古

文

上

石

御

遊

ヲ
始

。

ゃ
み
ぅ
ち
　
　
　
　
　

し
た
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぶ

ぐ
　

せ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゑ

ふ
　
　
た

ら
　

き
ん
だ
ん
　
　
　
　
　
　

さ
き
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゎ
が
み
な
ら

テ

、

其

。
中

ニ

シ

テ

闇

打

ニ

セ

ン

ト

支

度

ス

。

彼

に

大

臣

ノ

武

具

ヲ

制

セ

ン

ガ

タ

メ

ニ

、

衛

府

ノ

太

刀

ヲ

禁

断

ス

。
4
6
早

鬼
4
7
先

立

ｊ

ご

存

知

シ

ケ

レ

バ

、

我

身

井

。
二
相

。

と
も
が
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
ら
　
　

い
か
　
　
　
　
　

な
り
　
　
　
　
　

ぞ
ん
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぅ
ん

従

ふ
輩

ニ
4
9木

剣

ヲ

持

グ
ソ

メ

、

殿

上

ニ

よ
父
。
ル

。

大

臣

ノ

辺

気
色

ア

タ

リ

ヲ
5
2払

テ

、

噴

レ

ル

有

様

也

ケ

レ

バ

、

。
存

知

シ

ニ

ケ

リ

ト

テ

、

其

。
夜

ノ
5
4乱

八
ヲ
5
5止

メ

ケ

リ

。

雲

Ｔ

．．）



（
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か
く
ご
に
れ
　
さ
ん
だ
い
　
　
　
　

た
う
ざ
　
　
　
　
　
　

く
み
　
　
　
　

り
ん
げ
ん
あ
ら
　
ゐ
は
い
　
や
　

て
ん
じ
や・つ

ら
ら
　

ゆ・っ
け
ん
　

た
い
　
　
　

た
い
か
　

た
う
　
ま
じ
　
　
　

で
う
　
　
　

み
だ
　
　
　
　

も
ーっ
と
さ
い
く
わ

客

後

日

二
参

内

シ

テ

、
「

当

座

一
同

ノ
5
6不

ぃ
与

よ
愈

議

。
、

綸

言

非

け
違

背

作
哉

。

殿

上

二

用

叉

雄

剣

ヲ

帯

シ

テ

、
大

家

ノ

党

二

交

は
る「
二
七
條

、
例

ヲ

乱

ル

所

也

。

尤

七
罪

科

重

シ

、

っ
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
み
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
う
き
　
　
　
　
　

た
づ
　
　
　
　
　
　

ち
ん
　
こ
と
は
　
　
　
　
　

う
ん
か
く
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ゅ
う
し
ん
　
　

ゆ
う
け
ん

ひ
つ
さ
く

早

ク

罪

セ

ラ

ル

ベ

牛

ヲ

ヤ

」

ト

訴

へ
中

，
ケ

レ

バ

、

公

驚

，
思

，
食

，
テ

、

早

鬼

大

臣

二
御

尋

、
ア

リ

。

大

臣

陳

ノ

言

二
申

，
ク

、
「

雲

客

腰

二

太

刀

ヲ

付

。
、

忠

臣

手

二

雄

剣

ヲ

提

。

こ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
み
　
　
　
　
　

せ
い
く
ん
　
　
　
　
　
　
　

せ
ち
ゑ
　
　
　
　
　
　
　
　

け
ん
　

べ
　
ら

い
ま
し

や
　
　

し
か
れ
ど
も

く
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
こ
と

か
た
な
　
ふ
』ふ
」

ハ

、
是

国

ヲ
5
7鎮

、
所

ぃ
奉

べ
守

バ
公

、
也

。

何

ソ

清

君

ノ

祈

，
ニ

、
文

ノ

節

会

ヲ
5
8立

。
ナ

ガ

ラ

、
剣

ヲ

可

心
被

べ
誠

。
哉

。
5
9
然

而
6
0与

≒

一

同

之

愈

議

て
、

実

ノ

刀

ヲ

止

。
ト

イ

ヘ
共

、

だ
い
た
い
　
　
　
　
　

は
か
り
こ
と

め
ぐ
　
　
　
　
　
　
　

け
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
た
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

え
い
ら
ん
　
　
　
　

き
み
　
　
　

ぎ
よ
か
ん
　
　
　
　
　
　
　

み
か
と

忠

臣

ハ

大

内

ヲ
助

。
ン

ト

謀

ヲ

廻

，
シ

テ

、
6
1木

ノ

剣

ヲ

構

へ
タ

リ

」

ト

テ

、

件

ノ

剣

ヲ

召

、
寄

ゴ
ア
及

ご
叡

覧

ベ
ケ

リ

。

公

大

言

御

感

ア

リ

テ

、

実

二
帝

ヲ

助

‘
ル

忠

臣

也

ト

テ

、

か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ん
か
く
　
　

な
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
ん
Ｌ
ん
　
ほ
ま
　

あ
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
や
う
こ

不

ぃ
及

心
罪

科

。
沙

汰

。
。

懸

宍

ケ

レ

バ
6
2天

下

悉

臨

重

シ

、

雲

客

皆
6
4
摩

ｊ

ア
、
6
5偏

執

ノ

思

品

オ

ダ

シ

ク

シ

、

賢

臣

ノ

誉

れ
ヲ

仰

。
ケ

ル

ト

カ

ヤ

。

異

国

本

朝

・

上

古

末

代

異

ナ

う
っ

レ

共

、

事

ガ

ラ

実

二
相

。
同

，
。

忠

盛

此

。
事

ヲ

模

シ

テ

、

加

様

二

思

。
寄

，
ケ

ル
「
二
八
二

ヤ
6
7ト

、
6
8
嘆

ヌ

人

コ

ソ

ナ

カ

リ

ケ

レ
6
9。

へ
う
え
い

か
づ
ら
は
ら

し
ん
わ
う
　
こ
う
い
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
か
こ
ろ
　

む

げ
　
　
　
　
　
　

く
わ
ん
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
ま
ひ

忠

盛

ハ

、

桓

武

天

皇

ノ

御

苗

裔

、

葛

原

。
親

王

ノ

後

胤

ト

ハ

中

，
ナ

ガ

ラ

、

中

比

ハ

無

下

二
7
0打

、
下

テ

官

途

モ

浅

ク

、
7
1近

来

ヨ

リ

都

ノ

住

居

モ

ウ

ト

く

シ

ク

、

常

ハ

伊

き
よ
ち
ゆ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・っ
う
は
も
の

賀

伊

勢

二

ノ

ヽ
ー
居

住

セ

シ
人

ナ

レ

バ

、

此

二

門

ヲ

ワ
〈
7
3
伊

勢

平

氏

ト

申

、
ケ

ル

ニ

依

。
テ

、

彼

。
国

の

器

に
7
4
准

ヘ
テ

、

忠

盛

右

ノ

目

ノ
7
5砂

タ

リ

ケ

レ

バ

、

て

伊

勢

平

氏

ハ

ス

ガ

メ

也

ケ

リ

」

ト
7
7ハ

ヽ

ヤ

シ

ケ

ル

ニ

コ

ソ

。

【
校

異

】

Ｉ

〈
近

〉
「

太
刀

を
」
、
〈
蓬

〉
「
太
刀

を

」
、
〈
静

〉
「

大
刀

を
」
。

２

〈
蓬

・
静

〉
「
引

け

れ

は

」
。

３

〈
蓬
〉
「

輝

あ

ひ

て
」
。

４

〈
近

〉
「
み

て
け

り

」
、
〈
蓬

〉
「

み

る

」
、

〈
静

〉
「

見

る
」
。

５

〈
蓬

・
静

〉
「
か

く

し

て
」
。

６

〈
近

〉
「

あ

る
し

を

」

の

右

に
「

し

う
」

と

傍

記

、〈

蓬

・
静

〉
「
主

を

」
。

７

〈
近

〉
「
五

せ

ち
」
、〈

蓬
〉
「
五

節

」
。

８

〈
蓬

〉

「
者

の

」
、
〈
静

〉
「
も

の

ゝ
」
、
〈
延

〉
「

者

ノ
」
。

９

〈
近

〉
「

く

て

い

に
」
、
〈
蓬

〉
「
公

庭

に
」
、
〈
静
〉
「

公

庭

に
」
。
1
0
〈
近

〉
「

か

く
し

き

の
れ

い

を
」
、
〈

蓬
〉
「

格

式

礼

を

」
、

〈
静

〉
「
格

式

礼

を
」
。

］１１
〈
蓬

・

静

〉
「
し

か

る

に
」
。
1
2
〈
蓬

〉
「
郎

従

と
」
、
〈
静

〉
「
郎

従

と

」
。
1
3
〈
近
〉
「
ほ

う

い

の
」
、
〈
蓬

〉
「
布

衣

の
」
、
〈
静

〉
「
布

衣

の
」
。
1
4
〈
近

〉

「
其

身

」

な

し

。
1
5
〈
近

〉
「

け

づ

っ
て

」
、
〈
蓬

・
静

〉
「

け

っ

り

て
」
。
1
6
〈
近

〉
「

け

っ

く

は

ん
」
。
1
7
〈
近

〉
「
中

さ
れ

け

り

」
。
1
8
〈
近
〉
「
ら

う
じ

う
」
、
〈
蓬

〉
「

郎

従
」
、

〈
静

〉
「
郎

従

」
。
1
9
〈
蓬

〉
「
小

庭

の
」
、〈
静
〉
「
小

庭

の
」
。
2
0
〈
近

〉
「

そ

ん
し

っ
か

ま

っ

ら

す
」
、〈

蓬
〉
「

存

っ

か

ま

っ
ら

す

」
。
2
1
〈
近
〉
「

あ

ひ

か

へ

ら

る

ご

。
2
2
〈
近

〉

「

ね

ん

ら

い

の
」
、
〈
蓬

〉
「
年

来

の

」
。
2
3
〈
近

〉
「

せ

い

た

ん

あ

る

へ
き

」
、
〈
蓬
〉
「

聖

断

に

あ

る
へ

し

」
。
2
4
〈
近

〉
「

つ
い

て

に
」
、
〈
蓬

〉
「
次

に
」
。
2
5
〈
近

〉
「

を
き

候

」
、

〈
蓬

〉「
置

て

候
」
、
〈
静

〉「

を

き

て
候

」
。
2
6
〈
近
〉
「
め

し

出

さ
れ

」
、
〈
蓬

・
静

〉「

め

し
出

さ
れ

て

」
。
2
7
〈

蓬
〉
「
誠

」
。
2
8
〈
近

〉
「
お

よ

ふ

に
」
。
2
9
〈
近

〉「

く

ろ

ぬ

り

の
」
、

〈
蓬

・

静
〉
「

黒

漆

の
」
。
3
0
〈
近

〉
「

き

が

た

な

に
」
、〈
蓬

〉
「
木

刀

に
」
。
3
1
〈
近

〉
「

ぎ

ん

ば

く
を

」
、〈
蓬

〉
「

銀
薄

を
」
、〈
静

〉
「
銀

薄

を

」
。
3
2
〈
近

〉
「

の

か

れ

ん

が
」
、〈
蓬
・

静

〉
「

の

か

れ

ん
」
。
3
3
〈
近

〉
「

き

か

た

な
を

」
、
〈
蓬

〉
「

木
刀

を
」
。
3
4
〈
近

〉
「

そ

ん

し

な

き

よ
し

」
、
〈
蓬

〉
「
存

な
き

の

よ

し
」
、
〈
静

〉
「
存

知

な
き

の
よ

し

」
。
3
5
〈
近

〉

「

か

へ

っ

て
」
、
〈
蓬

〉
「
返

て

」
、
〈
静
〉
「

返

て
」
。
3
6
〈
近

〉
「

ノ
」

な
し

。
3
7
〈
近

〉
「

け

ん

し

や

う

に
よ

て

」
、
〈

蓬

・
静

〉
「

勧

賞

に
よ

っ

て
」
。
3
8
〈
蓬

〉
「

政

」
、
〈
静

〉

「

政

」
。
3
9
〈
蓬

・
静

〉
「

あ

は

れ
ふ

事

」
。
4
0
〈
近

〉
「

け

し

き
」
、〈
蓬

〉
「

気

色
」
。
4
1
〈
近

〉
「

こ
え

」
、〈
蓬

〉
「
越

て

」
、〈

静
〉
「

越

て
」
。
4
2
〈
近

〉
「

そ

ね
み

」
、〈
蓬

・

静
〉

「

妬

で
」
。
4
3
〈
近

〉
「

な
ひ

く

き

し

て
」
、〈
蓬

〉
「
内

議

し

て

」
、〈
静

〉
「

内

議

し

て
」
。
4
4
〈
蓬

〉
「

古
石

文

と
」
、〈
静

〉
「

古
石

文

と
」
。
4
5
〈
蓬

〉
「

大

臣

の
」
。
4
6
〈
近

〉
「

さ

う

き
大

臣

」
。
4
7
〈
近

〉
「

さ
き

に

た

つ

て
」
、
4
8〈
近

〉
「

そ

ん
し

し

け

れ
は

」
、〈
蓬

〉
「
存

し

け

れ

は
」
。
4
9
〈
近

〉
「

き

か

た

な

を
」
、〈
蓬

・

静

〉
「
木

剣

を

」
。
5
0
〈
蓬

〉
「

ま

し

け

る
」
。
5
1
〈
近

〉
「

き
し

よ

く
」
、
〈
蓬
〉
「
気

色

」
、〈
静

〉
「

け

色
」
。
5
2
〈
近

〉
「

は
ら

つ
て
」
、〈
蓬

〉
「
払

て

」
、
〈
静

〉
「
払

て

」
。
5
3
〈
近

〉
「

そ

ん
ち

し

に
け

れ

と

て
」
、〈
蓬
〉

（ （
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「
存

し

に

け

り

と

て
」
。
5
4
〈
近

〉
「
み

た

れ
を

」
、
〈
蓬

〉
「
乱

を
」
。
5
5
〈
近

〉
「

と

ゝ
め

け

れ
」
、
〈
蓬

〉
「
止

け

り
」
、
〈
静

〉
「
止

け

り

」
。
5
6
〈
近

〉
「
あ

た

は

す
」
、
〈
蓬

〉
「

く

み

せ

る

は

」
、
〈
静

〉
「

く
み

せ

さ

る

は
」
。
5
7
〈
近

〉
「

お

さ

む

る

と

こ

ろ
君

を

ま

も

り

た

て

ま

つ
る

な

り
」
、
〈
蓬

〉
「

鎮
公

を

守

り

奉

所

也

」
、
〈
静

〉
「

鎮

公

を

守
，
奉

ル

所

也

」
。
5
8
〈
蓬

〉
「
立

な

が
ら

」
。
5
9
〈
近

〉
「

し

か

う
し

て
」
、〈
蓬

〉
「
然

と

も
」
、〈
静

〉
「
然

れ
と

も

」
。
6
0
〈
近

〉
「

世

一

と

う

の
せ

ん

き

」
。
6
1
〈
蓬

〉
「
木

剣
を

」
。
6
2
〈
近

〉

「

て

ん
」
。
6
3
〈
近

〉
「

お

も

ん
し

」
、
〈
蓬

〉
「

お

も

く

し

」
、
〈
静

〉
「

重
し

」
。
6
4
〈
近

〉
「

な

ひ

き
」
。
6
5
〈
近

〉
「

へ

ん

し

ゆ

の
」
、
〈
蓬

〉
「
偏

執

の
」
、
〈
静
〉
「

偏

執

の
」
。
6
6

〈
近

〉
「

を

た
し

く
し

」
、
〈
蓬

・

静
〉
「

を

た

を

し
」
。
6
7
〈
近

〉
「

ト

」

な

し
。
6
8
〈
近

〉
「

ほ
め

ぬ
」
、
〈
蓬

・

静
〉
「

嘆

せ

ぬ
」
。
6
9
〈
蓬

・
静

〉
「
〈
本

説
可

ぃ
尋

〉
」
。
7
0
〈
近

〉

「

う
ち

く
だ

つ
て

」
、
〈
蓬

〉
「

打

く

た

り
て

」
、
〈
静

〉
「

打
下

り

て
」
。
7
1
〈
近

〉
「

ち
か

こ
ろ

」
、
〈
蓬

〉
「

近

来

よ

り
」
。
7
2
〈
蓬

〉

フ
バ
」

な
し

。
7
3
〈
近

〉
「

い
せ

へ

い

ぢ
と

」
、

〈

蓬
〉
「
伊

勢
平

氏

と
」
。
7
4
〈
近

〉
「

な

そ

ら

へ

て
」
、
〈
蓬

〉
「
准

へ

て

」
、
〈
静

〉
「

准

へ

て
」
。
7
5
〈
近

〉
「

す

か
み

た

り

け
れ

は
」
、
〈
蓬
〉
「

砂

た

り

け

れ

は
」
、
〈
静

〉
「
砂

だ

り
け
れ
は
」
。
7
6〈
近
〉
「

い
せ

へ
い
じ
は
」
、
〈
蓬
〉
「
伊
勢
平

氏
は
」
。
7
7〈
近
〉
「
ハ
」
な
し
。

【

注
解
」
○
未
御
遊
モ
終
ラ

ザ
ル
ニ
、
退
出
ノ
次

二
：
・
　
御
遊
の
途
中

に
退
出
し
　
　
　

す
る
た
め
の
、
忠

盛
の
示

威
行
動
と
し

て
読

め
よ

う
。

そ
の
点
、
〈
盛
〉

は
、

こ

た
と
す
る
の
は
他

に
、
〈
四
・
延
・
長
・
南
・
屋
・
覚
〉
。
但
し
、
〈
四
〉
等
で
は
、

「

忠
盛
思
万

心
憂
・
無
ト
可
何
為
之
様
ご
（
〈
四
〉
）
、
「

ス
ガ
メ
ナ
リ
ケ
リ
ト
ハ
ヤ
サ

レ
テ
」
ス
延
〉
）
、
「
忠
盛
イ
カ
ニ
ス
ベ
牛
様
モ
ナ
ク
テ
」
（
〈
屋

〉
）
と
記
さ
れ
る
よ

う
に
、
御

前
の
召
し

で
の
舞
の
折
、
「

伊
勢
平

氏
は
す

が
め

な
り
け
り
」
と
人
々

に
囃

さ
れ
た
た
め
、
忠
盛
は
、
苦
々
し

い
思
い
で
御
遊
の
途
中

に
退
出
し
た
と
読

め
よ
う
。
そ
の
点
、
〈
盛
〉

で
は
、
退
出
の
途
中

に
、
刀
を
火

の
側

で
抜
き
、

鬘

に
引
き
当

て
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
場

に
い
た
た
ま
れ
な
く
な
っ
て
退
出
し
た
と

は
読
め
な
い
。
次
項

の
注
解
参
照
。
　
○
火

ノ
ホ
ノ
暗
牛
影
ニ
テ
、

オ
ホ
刀
ヲ
抜

出
シ
：
・
　
該

当
記
事

を
記
す

の
は
他

に
、
〈
闘
・
延
・
長
・
南
・
屋
・

覚
〉
。
こ

れ
ら
の
記
事
で
は
、
家
貞
祗
候

の
件
を
記
し
、
「
人

々
由

ナ
シ
ト
ヤ
思
ハ

レ
ケ
ム
、

其
夜
ノ
闇
討

セ
ザ
リ
ケ
リ
」
と
記
し

た
後
、「
其
上
」
と
し
て
当
該
記
事
を
引
く
〈
延
〉

や
、
当
該
記
事
の
後
に
、
「
傍
輩

の
う
ん
か
く
是

を
見

て
お
そ
れ
を
の

ゝ
く
心
あ

ら
ば
、
や
み
う
ち
は
せ
ら
れ
じ
と
の
箇
と
な
り
」
（
１
－

三

一
頁
）
と
記
す
〈
長
〉

や
、
「
是
等

ヲ
由
ナ
牛
ト
ヤ
思
ハ

レ
ケ
ン
、
ソ
ノ
夜

ノ
闇
討
ハ
ナ
カ
リ
ケ
リ
」
（

―

－

九
頁
）
と
記
す
〈
南
〉

に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
闇
討
を
謀

る
殿
上
人

等
を
牽
制

れ
以
前
の
記
事
で
、
家
貞
の
祗
候
と
忠
盛
の
示
威
行
動

と
に
よ
り
、
一
人

々
事

ガ

ラ
尤
シ
ト
ヤ
被
思
合
ケ
ン
、
其
夜

ノ
闇
討
ハ
ナ
カ
リ

ケ
リ
」
と
既

に
記
し
て
い
る

わ
け
だ
か
ら
、
こ
こ
は
、
忠
盛
の
単
な
る
示

威
行
動
と
は
読
み
が
た
い
。
こ
の
後

に
、
主
殿
司

に
、
「
後

二
必
尋

ア
ル
ベ
シ
」

と
言

っ
て
腰
刀

を
預
け
て
い
る
よ
う

に
、
殿
上
人

等
に
忠
盛
の
帯
刀
を
訴
え
さ
せ
る
た
め
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

と
も
読
め
る
か
。

な
お
、
「

オ
ホ
刀

」
と
は
、
前
段
の
注
解
「

一
尺
三
寸
ノ
鞘
巻
」

に
見
た
よ
う
に
、
「
殊
二
大

ナ
ル
黒
鞘
巻
」

の
こ
と
。
〈
近
・
蓬
〉
は
「
太
刀
」
と

す

る
が
、
〈
底
・
静

〉
の
「
大
刀
」

が
良
い
。
　
○

火
ノ
光
二
耀
合
テ
キ
ラ
メ

キ

ケ
レ

バ
、
殿
上

ノ
人
々
皆
見
之
　
〈
延
・
長
・
南
・
屋
・
覚
〉
で
は
、
「

余
所
目

ニ

ハ
、
氷
ナ

ド
ノ
様

元
ソ
見
ケ
ル
。
彼
卜
云
、
是
ト
云

、
ア
タ
リ

ヲ
払
テ
ミ
エ
ケ
レ

バ
、
由

ナ
ク
ゾ
思

ハ
レ
ケ
ル
」
ス
延
〉
　一
八

ウ
）
の
よ
う
に
あ
る
。
「
氷

ナ
ド
ノ

様
」
と

は
、
揺
ら
め
く
灯
を
反

射
し
、

冷
た
く
き
ら
め
く
鋭
利

な
刀

の
１
　
喩
で
あ

ろ
う
。
そ
の
光
を
見
た
殿
上
人

等
は
、
怖
じ
気

づ
き
闇
討
を
中
止
す

る
。
一
方
、〈
盛
〉

の
場
合
は
、
「
殿
上

ノ
人
々
皆
見
之
」
と

あ
る
よ
う
に
、
忠
盛

の
帯
刀
を
人

々
に

確
認

さ
せ
、
訴

え
さ
せ

る
た
め
の
便
法

の
よ
う
に
読

め
る
。
　
○

紫
宸
殿

ノ
後

つ
と

98
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ニ
テ
、
主
殿
司
ヲ
招
寄
　
〈
四
・
闘
・
長
・
南
・
屋
・
覚
〉
の
紫
宸
殿
の
「
御
後
」

が
良
い
。
五
節
の
次
第
に
つ
い
て
は
所
功
（
「
皇
位
の
継
承
儀
礼
－

「
北
山
抄
」
を

中
心
に
ー
」
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
別
冊
　

平
安
時
代
の
文
学
と
生
活
　
平

安
時
代

の
儀
礼
と
歳
事
』
平

３
・
1
2）
に
詳
し
い

が
、
豊
明
節
会

は
本
来
豊
楽
殿
で
行
わ

れ
て
い
た
も
の
が
後
に
紫
宸

殿
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
『
禁
秘
抄
』

に
は

「

御
後
節
会
日
（
蔀
を
）
下

。
ロ
八
時
万

人
乍
ぃ
着
ぃ
沓
往
反
。
節
会

日
ハ
不
ぃ
着
ぃ
沓

往
反
」
と

あ
り
、〈
全
注
釈
〉
は
「
こ
こ
は
節
会

の
日
殿
上
人

の
御
装
所
と
さ
れ
た
」

と
説
明
す

る
。
な
お
、
『
禁
秘
抄
』
主
殿
司

の
項

に
は
「
今
不
ぃ
取
二
侍
臣
脱
沓
裏

無
・
。
候
二
殿
上

沓
脱
・
。
不
ぃ
人
二
御
所

』

と
あ
る
。
御
後
が
節
会
に
際
し

て
殿
上

人
の
御
装
所
で
あ
る
こ
と
、
主
殿
司

の
職
掌
か
ら
み

て
、
平
家
諸
本
が
こ
の
場
所

を
御
後
と
す
る
の
は
妥
当
か
。
さ
ら

に
〈
盛
〉
が
常

に
殿
上
人
の
目
を
意
識
し
て

振

る
舞
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
御
後

が
淵
酔
の
行
わ
れ
て
い
る
広

廂
か
ら
見

え
る
位
置

に
あ
る
こ

と
も
重
要

な
要

素
で
あ
っ
た
か
。
　
○

後
二
必
尋

ア
ル
ペ
シ
。
健

二
預
ケ
ン
　
「
後

二
必
尋

ア
ル

ベ
シ
」
と
す
る
の
は
、
〈
盛
〉

の
独

自
本
文
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
の
忠

盛
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
、
殿
上
人
達

に
忠
盛
の
帯
刀
を
訴
え
さ
せ

る
こ
と
を
目
的

と
し

た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

る
。
一
方
、
殿
上
人
達
が
見
守

る
中
、
刀
を
宝
殿
司
に
預
け
た
と
す

る
の
が
、〈
闘
・

長
・
屋
・
覚
〉
。
　

○
家
貞
主

ヲ
待
受

テ
、
「
イ

カ
ニ
」

卜
申

ケ
レ
バ
　
忠
盛

が
、

御
遊
の
途
中

で
退
場
し

て
き

た
こ
と
に
不
審

を
感
じ
た
家

貞
が
尋
ね

た
の
だ
ろ

う
。
　
○
有

ノ
健

二
語
ラ
バ
僻
事
ス

ベ
牛
者
ナ
レ

バ
　
忠
盛
が
、
「
別
ノ
事
ナ
シ
」

と
家

貞
に
答
え

た
理
由
を
、「
面
目

ナ
キ
事
ナ
レ
バ
」
と
す

る
の
が
、〈
延
〉
。
〈
四
・

闘
・

長
・

南
〉

は
、
特

に
そ
の
理
由
を

記
さ

な
い
が
、

忠
盛

が
退
出

す

る
場
面

で
、
「

心

ウ

シ
ト

ハ
思

ハ
レ
ケ

レ
ド
モ
、

イ
カ

ぐ
ス

ベ
牛
様
モ

ナ
ク
テ
」
（
〈
南
〉

上
－

九
～

一
〇
頁
）
と
記
す
よ
う

に
、
〈
四
・
闘
・
長
・
南
〉

に
お
い
て
は
、
忠

（
一
六
）

盛

の

苦

衷

が
略

述

さ

れ

て

い

る

と
読

む

べ
き

か
。
〈
盛

〉

と

同

様

に
記

す

の

が
、

〈
屋
・
覚
〉
。「

云

ツ
ル

物

ナ

ラ

バ
、
只

今
何

ク

マ

デ
モ
切

上

ラ

ム

ズ

ル
者

ニ
テ

有
間

」

（
〈
屋

〉
　一

〇
～

一

一

頁

）
。
〈
盛

〉

の
場

合

、

家

貞

は
、
「

事

ノ

様

、

実

二
主

コ

ト

テ

ア

ハ

、・～

堂

上

マ

デ
モ

可
二
切

上
・
頬

魂

也

ケ

ル
上

ニ
」
（

一
六

頁

）

と

紹

介

さ

れ

て

い

た
し

、
冒
頭

の

注

解

に
も

見

る

よ

う

に
、
忠

盛

は

、
い

た

た

ま
れ

な
く

な

っ

て
殿

上

か

ら

退

出

し

た

よ

う

に
も

読

め

な

い

こ
と

か

ら

す

れ

ば
、

語

り

本

に

見

る

家
貞

像

を

引

き

継

ぐ

の

で

あ

ろ
う

。
　

○
忠

盛

サ

コ

ソ

重
代

ノ
弓

矢

取

ナ

ラ

ン

カ

ラ

ニ
　
〈
延

〉

同

。

忠

盛

は
、

い

く

ら

先

祖

代

々

の
武

士

で

あ

る
か

ら
と

言

っ

て

の
意

。
　

○

公

庭
　
「

お

お

や

け

の
儀

式

の

場
所

。
朝

廷

」
（
〈
日

国
大

〉
）
。
「

く

て

い
」（
『
頓
要

集
』
第

五

十

九

官
所

部
・『
易

林

本

節
用

集

』
五

七

五

頁

）「

こ

う

て
い

」

（
『
文

明

本

節

用

集
』

六

七

八

２
）

の
両

訓

あ

り

。
〈
四

・

闘

・
延

・
長

・

南

・
屋

・

覚

〉
「
公

宴
」
。
　

○
格

式

ノ
礼

ヲ

定

タ

リ
　
〈
四

・
闘

・

延

・
長

・
南

・
屋

・

覚

〉

に

は
、

続

け

て

「
綸

命

由

ア
ル
先

規
也

」
（
〈
延

〉
二

〇

オ
）

と

あ

る

。
　

○
上

皇

ハ
　

忠

盛

を
召

し

て
尋

ね

た

の

を
上

皇

（

鳥
羽

）

と

す

る

の

は

〈
延

・
盛

〉
、

主

上

と

す

る

の

は

〈
闘

・

長

・

南

・
屋

〉
。
〈
四

〉
は

ど
ち

ら

と

も
読

み

取

り

が
た

い

。

た

だ

し

、
刀

を
帯

び
た

忠

盛

は
御

前

の
召

し

に
よ

っ

て
舞

っ
て

い

る

の

で

あ

る
か

ら

、

主

上

が

忠
盛

の
帯

剣

に

気

づ

か

な
か

っ
た

と

は
考

え

に
く

い

。
　

○

郎

徒

小

庭

二
伺

候

ノ
事

、

不

存

知

仕
　
「

郎

徒

」

は
、
「

郎

従

」

が
良

い
。

校

異
1
8
参

照

。

〈
延

・
長

・

盛
〉

で

は
、

家

貞

の
祗

候

を
忠

盛

は

認

め

て

い
た

。

故

に

、
忠

盛

は

、

こ

こ

で

は

白

を
切

っ

た

こ

と

に

な

る
。
　

○

忠

盛

二
不

知

シ

テ
　

こ

こ

は
、
〈
闘
・

延

・

長

・

覚

〉

の

よ

う

に

、
「
忠

盛

に
知

ら

れ

ず
し

て
」

と
訓

む
可

能

性

が

全

く

な

い

わ

け

で

は

な
い

が

、〈
屋

〉
の
「

忠

盛

に
知

ら
せ

ず
し

て

」
に
倣

っ
た

。

な

お
、

該

当

記

事

は
、〈
四
・
南

〉
に

な

い

。
　

○

罪

科

可

有

聖

断
　
〈
四
・
闘
・
延
・
長
・
南
・

屋

・

覚
〉
「
此

上

猶

難

遁

其

科
一
者

、
可

召

進

其

身

づ
候
哉

」
（
〈
延

〉
二

〇

ゥ
）
。
同
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様
に
解
す

れ
ば
、
〈
盛
〉
の
場
合
の
「
罪
科
」
も
、
忠
盛
に
知
ら
せ

る
こ
と
な
く

押
し
か
け
た
家
臣
家
貞
の
罪
科
を
指
す
か
。

Ｏ
「
誠
二
有
其

謂
」
ト
テ
　
〈
闘
・
延
・

長
〉

は
、
話
主

を
「
主
上
」

と
明
記

。
た
だ
し
、
〈
延
〉
は
先
に
殿
上
人
の
訴
え

に
忠
盛
を
召
し

て
尋

ね
た
の
を
上

皇
と
し

て
い

る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
話
主

が
主
上

と
な
る
の
は
い
さ
さ
か
不
自
然
。
〈
四
・

南
・
盛
・
屋
・
覚
〉

は
、
こ
こ

で
の
話
主
を
明
記
し

な
い

が
、
先
に
見

た
よ

う
に
、
忠

盛
を
召
し

て
尋
ね
た
の
を

主
上
と
す

る
〈
南
・
屋
〉
は
、
こ
こ
の
話
主

も
主
上

で
あ
ろ
う
し
、
上

皇
と
す

る

〈
盛
・
覚
〉
は
、
こ
こ
の
話
主
も
上
皇
と
解
し

て
良

か
ろ
う
。
　

○
為
遁
当
座
之

恥

横
へ
差
タ
レ
共
：
・
　
こ
こ
も
、
話
主
を
「
主
上
」

と
明
記
す

る
の
が
、
〈
闘
・

延
・
長
〉
。
〈
四
・
南
・
盛
・
屋
・
覚
〉
に
つ
い
て
は
、
前
項

に
同
じ
。
　
○
用
意

之
鉢
神
妙
也
　
〈
四
・
闘

・
延
・
長
・
南
・
屋

・
覚
〉
は
、
こ
の
後
に
、
「
弓

箭
ニ

携
ラ
ム
者
謀
ハ
、
尤

モ
カ
ク
コ
ソ
ア
ラ
マ
ホ
シ
ケ

レ
」
（
〈
延
〉
二
一

才
）
と
続
け

る
。
こ
れ
は
、

こ
の
後
に
、
〈
盛
〉
も
記
す
「
：
・
武
士

ノ
郎
等

ノ
習
欺
」
と
対

に

な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
あ

る
べ
き
一
文
だ

ろ
う
。
　

○
郎

従
小
庭
ノ
推
参
　
〈
四
・
闘
・
延
・
長
・
南
・
屋
〉

は
、
こ
の
部
分
、
「

兼
又
郎
従
、

主
ノ
恥

ヲ
濯

ガ
ム
ト
思

フ
ニ
依
テ
、
ヒ
ソ
カ
ニ
参
候
之
条
」
（
〈
延
〉
二

一
才
）
と

す
る
。
先

の
忠
盛
の
弁
明
「
近
日
人
々
被
二
相

構
一
子
細
依
ぃ
有
屁

八聞
・
、
年

来
ノ

家
人
、
為
ぃ
助
二
其
難
・
、
忠
盛

二
不
ぃ
知

シ
テ
推
参
」
の
言

い
換
え
だ
が
、
そ
の
重

複
を
嫌
う
た
め
か
、
〈
盛
・
覚
〉
は
欠
く
。
　

○
還
テ
預
叡
感
ケ
リ
　
〈
四
・
闘
・

延
・
長
・
南
・
屋
・
覚
〉

は
、
こ
の
後
に
、
「
敢
テ
罪
科

ノ
沙
汰

二
及

バ
」
（
〈
延
〉

二

一
才
）

な
か

っ
た
こ
と
を
記
す
。
本
来
こ
の
話

は
、
忠
盛
の
胆
力
と
叡
智
、
従

者
家

貞
の
推
参
に
よ
り
、
公
卿
等
の
凌
辱
を
受
け

る
こ
と
な
く
、

あ
ま

つ
さ
え
そ

の
後
の
訴
え
を
、
忠

盛
が
み
ご
と
に
切
り
抜
け
た
点
に
関
心

が
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、

〈
盛
〉

で
は
、
忠
盛

が
、
公
卿
等
を
、

い
か

に
完
膚

な
き
ま
で
に
や
り
こ
め
た
か

と

い
う
点

に
関
心

が
移

っ
た
た
め
、
「

罪
科
ノ
沙
汰
」
に
は
も
は
や
触
れ

る
こ
と

は
な
い
の
か
。
　
○
周
成
王
ノ
忠
臣

二
、

キ
リ
ウ
ト
云
兵

ア
リ
　
以
下

の
「
キ
リ

ウ
』
作
は
、
〈
長
・
盛
〉
に
見

ら
れ

る
話
。
典
拠
・
類
話
等
未
詳
。
〈
長

〉
で
は
、
「
雲

上
人
内
々
さ
ｘ

め
き
あ
ひ
け
る
は
、
上
古
に
か
ｘ

る
事
あ
り
き
」
（

―－

三
四
頁

）

と
し
て
、
本
話
が
引
か
れ
る
。
本
話

に
つ
い
て
考
え
る
に
あ
た
り
、
先

ず
、
〈
盛
〉

の
中
国
説
話
に
登
場
す

る
人
物
を
、
古
代

の
伝
説
上

の
人
物
か
ら
、
判
明
す

る
中

で
は
最
も
新
し
い
南
北
朝
ま
で
の
人

物
を
、
時
代
順

に
示
せ

ば
次
の
表

の
よ
う

に

な
る
。
な
お
、
参
考
資
料
と
し
て
、
〈
延
〉
も
示
し
た
。
ま
た
、
四
皓
と
七
賢
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
を
記

さ
ず
、
ま
と
め
て
記
し
た
。
な
お
、
次
頁
の
表

で
は
、
春

秋

戦
国
時
代

の
始

ま
り
を
、
紀
元
前
七
七

〇
年

の
周

の
東
遷
以
降

の
こ
と
と
し

た
。
故

に
、
周
王
朝

の
臣
で
あ
っ
た
伯
服

は
春
秋
戦
国
時
代

に
属
す
る
こ
と
に
な

る
。
そ
の
表
に
よ
れ
ば
、
周
代
の
登
場
人
物
は
、
〈
盛
〉
で
は
、
漢
・
春
秋
戦
国
・

唐

に
続
い
て
四
番
目

で
特
に
多
い
わ
け
で
は
な
い
が
（

紀
元
前
四
〇
三
年
、
晋

が

韓
・
魏
・
趙
の
三
国

に
分
裂
し
、
周
王
室

の
権
威
も
有
名
無
実
化
す
る
春
秋
時
代

ま
で
を
、
周
の
時
代
と
捉
え
れ
ば
数
が
変

わ
る
が
）
、
〈
延
〉
と
比

べ
る
と
、
六
人

の
名
（
傍
線
部
参
照
）
が
新
た
に
見

え
る
。
「

き
り
う
」
は
、
そ
の
内

の
一
人
だ

が
、

他

の
五
人
は
、
総
て
他

の
文
献
で
そ
の
名
前

が
確
認
で
き
る
。
き
り
う
が
名
を
変

え
た
早
鬼
大

臣
の
場
合
も
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
〈
長
・
盛
〉
以
外

に
類
話
を
見
出

せ

な
い
。
但
し
、〈
長
〉
の
場
合

は
、
き
り
う
の
名
を
記

さ
ず
、
早
記
大
臣

と
す

る
。

こ
の
後

の
注
解
「
相
従
輩

ニ
」
参
照
。
き
り
う
が
仕
え
た
周

の
成
王
を
、
〈
長
〉

は
、

「
殷
の
成
王

」
と
す

る
が
、
成
王

は
、
周
王

朝
初
代
武
王
の
子
。
本

話
以
外

で
は
、

成
王

は
、
〈
盛
〉
に
、
二

箇
所

登
場
す

る
が
、

い
ず
れ

も
童
帝
で

あ
っ
た
た
め
、

摂

政
の
周
公

旦
が
政
治
を
執

っ
た
こ
と
を
記
す
記
事

に
登
場
。
こ

の
後

に
、
「
忠

盛
此
事

ヲ
模

シ
テ
、
加

様
二
思
寄
ケ
ル
ニ
ヤ
」
と
あ

る
よ
う
に
、
忠
盛
は
、
こ
の

（
一
七
）
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「

き
り

う
」
譚

に
倣
っ
て
、
殿
上
人

ら
の
凌
辱

を
免
れ
た
と
す
る
の
だ
が
、

そ
の

忠
盛
譚
と
余
り
に
も
酷
似
し

て
い

る
点
や
、
き
り
う
（
早
鬼
）
譚
を
記
す
の
は
、〈
長
・

盛
〉
だ
け

で
あ

る
よ
う
に
、
本
話
は
、
日
本

で
創
作

さ
れ
た
話
と
解
し

て
良
か
ろ

う
。
校
異
6
9に
見
る
よ
う
に
、
〈
蓬
・
静
〉

の
書

写
者
に
と
っ
て
、
本

話
の
「
本

説
」

は
既

に
不

明
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
の
点
、
考
証
は
該
当

箇
所
の
注
解
に

譲
る
が
、
「
銀
心
・
八

葉
大
臣
」

の
場
合

も
、
事
情

は
同
じ

で
、
日
本

で
創
作

さ

れ
た
話

で
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
　
○
依
勧
賞
　

忠
盛
の
場
合
は
、
得
長
寿

院
の
造
進

に
よ
る
勧
賞
で
あ
っ
た
が
、
き
り
う

の
場
合
は
、
兵

と
あ
る
か
ら
、
武

功
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
功
績

に
よ

る
勧
賞
か
〈
盛
〉
で
は
明
示

さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
点
、
〈
長
〉

は
、
「
戦
を
究
た
り
し
勧
賞
に
、
大
臣
に
任
ぜ

ら
れ
て
」
（
三
五
頁
）

と
明

確
。

た
だ
、
〈
長
〉
も
、
「
此
早
記
大
臣

は
も
と
よ
り

天
下

無
双
の

つ
は
物
」
⊇
一
四
頁
）

と
す

る
よ
う
に
、
忠
盛

と
早

鬼
（
記
）
譚

の

い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
武
士
（
兵
）
と
い
う
類
似
性
が
意
識

さ
れ

て
い
る
こ
と
に

注
意
し
た
い
。
　
○
恩
賞
傍
輩

二
過
タ
リ
　
忠
盛
の
場
合
は
、
一
介
の
武
士

で
あ

り
な
が
ら
、
内
の
昇
殿

が
許
さ
れ
た
こ
と
に
殿
上
人
達
が
反
発
し

た
の
だ
が
、
早

鬼
（
記
）
大
臣

の
場
合
は
、
丞
相
に
ま
で
な
り
、
君
寵
が
他

に
比
し
て
お
び
た
だ

し

か
っ
た
た
め
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
　
○
群
臣
妬
之
、
亡

サ
ン

ド
思
へ
共
　

傍

輩
達

は
、
早
鬼
大
臣
を
亡
き
者
に
し

よ
う
と
し
た
け
れ
ど
の
意
。
し
か
し
、

そ
の

機
会

も
な
く
、
結
局
、
御
遊
の
際
に
、
早
鬼
大
臣
を
凌
辱
す

る
こ
と
で
饉
憤
晴
ら

し
を
し
よ
う
と
し

た
の
意
か
。
な
お
、
〈
長
〉
は
、
「
仙
客
と
い
ふ
大
臣
こ
れ
を
憎

て
、
や
ｉ
も
す
れ

ば
是
を
ほ
ろ
ぼ
さ
ん
と
擬
す
」
言
一
四
頁
）
と
す
る
。
仙
客
未
詳
。

日
本

で
創
作
さ
れ
た
人
物
か
。
本
話

に
、
忠
盛
を
ね
た
む
殿
上
人

達
と
い
う
類
似

性
を
見

る
の
な
ら

ば
、「
群
臣
妬
之

」
と
す

る
〈
盛
〉
の
方

が
、
仙
客
と
す
る
〈
長
〉

よ
り
も
そ
の
類
似
吐

が
明
確
と
な
る
。
　
○
古
文
ト
云
御
遊

ヲ
始
テ
　

校
異
4
4参

照

。
〈
長

〉
に
、
一
古

石

の
分

」
（
国

書

刊

行

会

本
「

左

右
之

分

」
。「

左
右

」
は

、「
古

石

」

の

誤

写

乃

至

は

誤

読

だ

ろ

う
）

と

あ

る
こ

と

か

ら
も

、
「

古
石

文
」

の
形

か

ら

と

の
形

だ

ろ

う

が
、

い

ず

れ

に
し

て
も

ど

の

よ

う

な
御

遊

か

は
未

詳
。

忠

盛

話

の
五

節

の

御

遊

に
対

照

さ
せ

た

も

の
。

あ
る

い

は

、〈
新

定

盛

〉

が
「
早

記

」
を
「
鍾

埴

」

と

関

連

づ

け

て
い

る
よ

う

に

、
「

古
石

の
分

」

は
「
五

節
」
「

節
分

」

の
転

説

と

も

考

え

ら

れ

る
か

。
　

○

彼
大

臣

ノ
武

具

ヲ

制

セ
ン

ガ
タ

メ

ニ

、

衛
府

ノ
太

刀

ヲ

禁

断

ス
　

衛
府

の
太
刀

と

は
、

六

衛

府

の

武

官

等

の
儀

伎

用

の

太
刀

を
指

す

。

た

だ

し

、

こ

こ

で

「
衛

府

の

太
刀

」

と

い

う

の

は
不

審

で
あ

り

、

典

拠

が
漢

籍

で

あ

れ

ば

「

剣
」

と

あ
る

の

が

妥
当

か
。

こ

の

説

話

が
和

製

で

あ

る

傍

証
と

な
る

か

。

こ

の

飾

太
刀

ま

で
を

禁

じ

た

と
言

う

こ

と

は

、「
皇

居

に
帯
刀

を

一
切

禁

じ

た

」
（
〈
新

定

盛
〉

１
－

一
〇

〇

頁

）

の

意
。

早

鬼

大

臣

主
従

の
帯

刀

を

禁

じ

る

た
め

に
、

群

臣

を

初

め
と

し

て

総

て

の
者

達

の
皇

居
内

で

の
帯

刀

を

禁

止

し

た

の

で
あ

る

。

そ

の

よ

う

に
記

す

の

が
〈
長

〉
。
「
皆

人

々

の
帯

剣

を

禁

断

す

。

是

は
か

の
忠

臣

に

太

刀

を

は

か
せ

じ

が
た

め

な

り
」
（
〈
長

〉

―
上

二
五

頁

）
。

た

だ
し

、

掲
出

の

〈
長

〉

本
文

で

は
、

早

鬼

大
臣

に
従

う
あ

の

忠
臣

に

、
帯
刀

さ

せ

ま

い

と
し

た

た

め

の

意

と

な

る

が

、
「

か

の
忠

臣

に
」

は
、

国

書

刊

行

会

本

等

の

「
彼

の
大

臣

」

が
良

か

ろ

う
。
　

○

相

従

輩

二
　

忠

盛

話

で

は

、
家

貞

に
当

た

る

人

物

。
し

か

し

、
〈
盛

〉

で

は
、

早

鬼

大

臣

に

従

っ

た
臣
下

の

名

前

が
明

記

さ
れ

な

い

。

そ

の
理

由

は
不

明

だ

が
、

先

に

〈
盛

〉

は

、
忠

盛

の

忠
臣

家
貞

の
先

例

話

と

し

て

、
項

羽

の

忠
臣

奨

噌

の
話

を
引

い

て

い

た

。

に
対

し

て

、
本

話

で

は
、
忠

臣

忠

盛

の

先

例
話

と

し

て

、

早

鬼
譚

を
引

く

た

め

と

も
考

え

ら

れ

る

か
。

一
方

、
〈
長

〉

に
は

、
「

此

早

記
大

臣

は

も

と

よ

り
天

下

無
双

の

つ

は
物

、
弓

箭

に
携

り

て

、

武

勇

の
み

ち

を

た

て
ｘ

事

と

す
。
騏

麟

と

い
ふ

兵

の

あ

り

。
戦

を

究

た

り
し

勧

賞

に
、
大

臣

に
任

ぜ

ら

れ

て
：
こ

（
三

四

圭

二
五

頁

）

と

あ

り

、
早

記

大
臣

の
文

脈

に
、
騏

騎

の
名

が
突

然
入

り
込

む

。

（
一
九
）

9^
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こ

れ

は

、

例

え

ば

「

弓

箭

に

携

り

て

、

武

勇

の

み

ち

を

た

て

ゝ

事

と

す

。

戦

を

究

め

た

り

し

勧

賞

に

、

大

臣

に

任

せ

ら

れ

て

」

の

よ

う

な

記

事

に

傍

記

を

取

り

込

ん

だ

形

態

と

考

え

る

と

、
「

騏

麟

」

は

早

記

大

臣

の

こ

と

を

指

す

と

見

な

せ

る

。

そ

う

す

る

と

、
〈

盛

〉

は

こ

れ

を

騏

麟

＝

「

相

従

輩

」

と

誤

解

し

、

よ

り

忠

盛

と

家

貞

の

関

係

と

の

相

似

を

強

め

た

と

考

え

ら

れ

る

。
な

お

、
こ

の
「

騏

麟

」
の

名

は

、

〈

盛

〉

の

早

鬼

大

臣

の

先

の

名

で

あ

っ

た

「

き

り

う

」

と

関

係

が

あ

る

か

。
　

○

大

臣

ノ

気

色

ア

タ

リ

ヲ

払

テ

、

嘆

レ

ル

有

様

也

ケ

レ

バ

、

存

知

シ

ニ

ケ

リ

ト

テ

、

其

夜

ノ

乱

ヲ

止

メ

ケ

リ
　

近

侍

し

た

家

臣

へ

の

言

及

が

な

い

こ

と

は

〈

長

〉

も

同

様

だ

が

、
〈
盛

〉

で

は

、

忠

盛

の

示

威

行

動

に

恐

れ

を

な

し

て

、

殿

上

人

等

が

、

闇

討

を

中

止

し

た

場

面

に

重

な

る

。

に

対

し

て

、
〈
長

〉

は

、
「

か

た

へ

の

君

臣

は

禁

法

に

任

せ

て

一

人

も

太

刀

を

は

か

ず

。

是

に

よ

り

て

早

記

そ

の

夜

の

難

を

遁

に

け

り

」

言

一
五

頁

）

と

、

早

鬼

大

臣

の

示

威

行

動

等

不

記

。
　

○

当

座

一

同

ノ

不

与

愈

議

早

鬼

大

臣

が

、

帯

刀

禁

止

の

取

り

決

め

を

守

ら

な

か

っ

た

こ

と

を

指

す

。

○

大

家

ノ

党
　

〈
長

〉
同

。
雲

客

等

を

指

す

か

。

○

陳

ノ

言

二

申

ク
　

「

釈

明

の

言

」

（
〈
新

定

盛

〉
）
。
〈
長

〉

は

、
「

ち

ん

の

詞

を

ば

出

さ

ず

」

と

し

て

、

早

記

大

臣

の

弁

明

の

言

葉

を

続

け

る

。

誤

り

が

あ

ろ

う

。
　

○

雲

客

腰

二

太

刀

ヲ

付

、

忠

臣

手

二

雄

剣

ヲ

提

ハ
　

〈
長

〉

同

。

雲

客

と

は

、

早

鬼

（
記

）

の

み

を

言

う

の

で

は

な

く

、

ま

た

忠

臣

も

、

早

鬼

（
記

）

に

従

っ

た

家

臣

の

み

を

指

す

の

で

は

な

か

ろ

う

。

つ

ま

り

、

宮

中

で

、

雲

客

達

が

、

腰

に

太

刀

を

佩

き

、

忠

臣

（
雲

客

以

外

の

宮

中

警

護

の

者

達

）

の

者

達

が

、

手

に

雄

剣

を

持

つ

の

は

の

意

。
　

○

是

国

ヲ

鎮

、

所

奉

守

公

也
　

〈
長

〉

は

こ

の

後

に

、「

則

此

帝
（
国
曹
烈
町
会
本
「
剣
」）
は

不

動

の
両

剣

を

ま

な

ぶ

。

是

と

い

ふ

は

皇

居

に

大

営

を

く

わ

だ

っ

る

に

は

、

四

鬼

く

も

に

乗

じ

て

来

り

て

妨

を

な

す

が

故

に

、

是

を

降

伏

せ

ん

が

た

め

に

、

う

ん

か

く

両

剣

を

ま

な

ん

で

太

刀

を

帯

せ

り

」
（
三

五

頁

）

と

す

る

。

お

そ

ら

く

は

国

書

刊

行

会

本

が

正

し

く

、

雲

（

言
）

客

の

持

つ
剣

は
、

不

動

明
王

の
持

つ
両

剣

を

真

似

た

も

の
で

、
鬼

を

降
伏

す

る

剣

で

あ
る

、
と

解
せ

る
。
皇

居

の
行

事

を
妨

げ

よ

う
と
す

る
四

鬼

は

、
『

太
平

記
』

巻

十

六

に
、
天

智

天

皇

の
御

宇

に

、
藤

原
千

方

が
駆

使

し

て

い

た

と

い

う
金

鬼
・
風

鬼
・

水

鬼

・
隠

形

鬼

の

記
事

な

ど
と

関

係

が

あ

る
か

。
　

○

何
ソ

清

君

ノ
祈

二
、
文

ノ

節

会

ヲ
立

ナ

ガ

ラ
、

剣

ヲ

可

被

誠

哉
　
〈
長

〉
「
何

ぞ
明

君

の
訴

文
（
勉
誠
社
版《
長
》
で
は「
祈

吝
）、

節

を

た

て

な

が
ら

武

を

捨

、

太
刀

を
誠

む

べ
き

や
」
（

三
五

頁

）
。

前

に
引

い

た

〈
長

〉

の

本
文

か

ら

推

察

す

れ

ば

、

皇

居

で

重

要

な

行

事

が
あ

る

と

き

に

は
、

妨

げ

を

す

る
鬼

を

降

伏

す

る

た
め

雲

客

が
剣

を
持

つ
必
要

が

あ

る
、

と

い

う

こ

と

に

な

る

。
特

に

こ

こ

で

は
「

文
」

で

あ

る
芸
能

の
行

事

を
、
「
武

」

で
守

る

こ
と

が

強
調

さ
れ

て
い

る
。
　

○

与

一
同

之

愈

議

、

実

ノ
刀

ヲ
止

ト

イ

ヘ
共
　

先

の
雲

客

達

の

訴

え

、
「

当

座

一
同

ノ
不

与

愈

議

、

綸

言

非

違

背

哉

」

に
反

駁

す

る

も

の

と

な

る

。
　

○

忠

臣

ハ

大

内

ヲ

助

ン

ト
　
「
忠

臣

」

は
、

先

の
注

解

「
雲

客

腰

二
太

刀

ヲ
付

、
忠

臣

手

二
雄

剣

ヲ

提

ハ
」

で

検
討

し

た

「
忠

臣

」

と

は
異

な

り
、

こ

の

後

に
、
「
実

二
帝

ヲ
助

ル
忠

臣

也
」

と

記

さ
れ

る
早

鬼

を

指
す

。
　

○

上

古
　
〈
長

〉

同

。
〈
盛

〉

に

、
「

上

古

」

の
用

例

、

該

当

箇
所

を

含

め

て

十
四

例

あ

る

が
、

そ

の

内

十

一

例

が
、

上

古

と

末
代

と
を

対

照

さ
せ

る
。

他

は

、

今

の
世

と

対

照

さ
せ

る

例

が

一

例
、

上

古

の
み

の
用

例

が
二

例

。
上

古

が
指

す

時

代

範

囲

は
広

く

、

古

く

は

本

話

の
周

の
事

例

の

他

、

殷

や
漢

の

時
代

の
例

か

ら

、

新

し

く

は
十

世

紀

初
頭

か

ら
十

一
世

紀

後

半

ま

で

の

道
真

流

罪

・

将

門
追

討

・

宗

任

追
討

・
定

朝

や
円

心

の
時
代

ま

で

を
指

し

て

い

る

。
　

○

忠

盛

ハ

、
桓

武

天

皇

ノ

御

苗
裔
・：
　

以
下

の

記

事

は
、

忠

盛

が
、

御

前

の
召

の
際

、
「
伊

勢

平

氏

は

す

が

め

な

り

け

り

」

と

囃

さ
れ

た

そ

の

理
由

を

記

そ

う

と

す

る
も

の
。

そ

の
記

事

を

、
〈
四
・
闘
・
延
・
長
・
南
・

屋

・

覚

〉

は

、
忠

盛

が
そ

の

よ

う

に
囃

さ
れ

た
記

事

の
後

に
置

く

。

そ

の
位

置

に

あ

っ

た
記

事

を

、
〈

盛
〉

は

、

こ

の

後

の

「

兼

家
三

妻

錐

」

の

話

を
引

く

た

め

に

93
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移

し

替

え

た

と
考

え

ら

れ

る

。

こ

の

よ

う

に

、
〈
盛

〉

は
、

先

ず
初

め

に
、

主

人

忠

盛

の

危

機

を
救

っ
た

家

貞
父

子

の
先

例

話

と

し

て

、
主

浦

公

の
窮
地

を
救

っ
た

奨

噌

の
話

を
引

き

、
次

に
忠

盛

が
殿

上

人

達

の
五

節

の
夜

の
闇

討

を

み

ご
と

に
跳

ね
返

し

た
先

例
話

と

し

て

早

鬼
譚

を
引

く

。

そ

し

て

、
次

に

御

前

の
召

の
舞

の

際

、

殿

上

人

達

か

ら
凌

辱

的

な

囃

し
言

葉

を
浴

び
た

忠
盛

の
先

例

話

と

し

て
、

兼

家

三

妻

錐

譚

・
季

仲

譚

・
家

継

譚

・

忠
雅

譚

を

引

く

の

で

あ

る
。
　

○

忠

盛
ハ

、

桓

武

天

皇

ノ

御
苗

裔

、

葛

原

親

王

ノ

後
胤

ト

ハ

申

ナ

ガ

ラ
　

平

氏

一

族

が

、
桓

武

天

皇

の
皇
子

葛
原

親

王

の
後

胤

で

あ

る

こ
と

は

、

序

章

に
既

述

。

こ

こ

で

、
再

び
葛

原

親
王

の

後
胤

で
あ

る
こ

と

に

触

れ

る

の
は

、
〈
四

・

盛
〉
。

桓

武
天

皇

の
末

葉

と

の

み

記

す

の

が
、
〈
延

・
長

・

屋

・

覚
〉
、

系

譜

に

触

れ

な
い

の
が

、
〈
闘

・

南
〉
。

桓

武

平
氏

諸

流

の
中

で

も

、

葛
原

親
王

の
皇
子

高
見

王

及

び

高

棟
王

の
子

孫

が
後

世

栄

え

た

。
　

○

中

比

ハ

無
下

二
打

下

テ

官

途

モ

浅
ク

、

近

来

ヨ

リ
都

ノ
住

居

モ

ウ

ト

く

シ
ク
　
〈

盛
〉

に

よ

れ

ば

、
Ａ

中

頃

に

は

位

階

も
大

層
下

り

、

官
職

も
低

く

、
Ｂ

近

頃

で
は

都

で

の

住

ま

い
も

ま

れ

と

な

っ

て
、

常

に

は
伊

賀

伊

勢

に
の

み

住

む

よ

う

に

な

っ
た

と

い

う
。

こ

の

よ

う

に

、

Ａ

と

Ｂ

を
、

そ

れ

ぞ
れ

中

頃

・

近

頃

の

こ

と

と

す

る

の

は

、
〈

盛

〉

の

み

で

、

他

は

そ

う

し

た

点

を

一

切

明

示

し

な

い

〈
闘

・
南

〉

や

、

Ａ

を

「

中

比

」

と

す

る

〈

延

・

覚

〉
、
「

中

古

」

と

す

る

〈
長

〉
、
「
間

近

ク
」

と

す

る

〈
屋

〉

と

、

Ｂ

を

「
近

来

」

と

す

る

〈
四

〉

と

に

分

か

れ

る
。
「
忠

盛

。
桓

武
天

王

。
御

末

葛

原

。
親

王

。
後

胤
４

乍
ぃ
申

無

下

。
成

劣

♀

官

途
て
浅

≒

自
I 
!
近
来
・
地

下

。
殿
上

人

。
都

。
栖

居

。
疎

々

万

常

。
伊

賀
伊

勢

。
住
国

久

人
ｊ

Ｅ

ご

（
〈
四

〉

五

右

）
。

な

お
、
〈
盛

〉

に

は
、

桓

武

平

氏

の
凋

落

ぶ

り

を

記

す
記

事

が
、

次

に
見

る

よ

う

に
、

他

に
三

例

見

ら

れ

る

。

①
平

家

ハ
桓

武

帝

ノ

後
胤

ト

八
名

乗

ド
モ

、
無

下

二
振

舞

ク

ダ

シ
テ
、

僅

二
下

国

ノ
受

領

ヲ

コ

ソ
拝

任

セ

シ
ニ

、
巾－
盛

始

テ
家

ヲ
興

シ
、

昇
殿

ヲ

ユ

ル
サ

レ

シ
子

孫

也

（
巻

三

、

―
－

一
五

一
頁

）

②
就

中

此

一
門

ハ
、

呑

ク
桓

武
天

皇

ノ
御

苗

裔

、

葛
原

親

王

ノ
後

胤

ト

ハ
申

ナ

ガ

ラ

、
中

比

ヨ
リ

ハ
無

下

二
官

途

モ
打

下

テ
、
下

国

ノ
受

領

ヲ
ダ

ニ
モ

宥

サ

レ

ズ

コ

ソ
有

ケ
ル

ニ
（

巻
六

、

―
－

三

八

八

頁

）

③

平

家

ハ

桓
武

帝

ノ
苗

裔

ト

ハ

申

セ

ド

モ
、

時
代

久

ク
下

テ
十

三

代

、
中

比

ハ
下

国

ノ
受

領

ヲ

ダ

ニ

モ
不

免

ケ

ル

ガ

（

巻
十

四

、

２

上

二
五

九
頁

）

①

は
、
他

諸

本

に
も
見

ら

れ
、
〈
延

〉

に

は

、「
翁

モ

御

先

祖

桓

武
天

皇

ノ
御

苗

曇

、

葛

原

親
王

ノ
御

後

胤

ト
申

ナ

ガ

ラ
、

中

比

ヨ
リ

無
下

二
官

途

モ

打
下

テ
、

縄

二
下

国

ノ
受

領

ヲ

ダ

ニ
モ

ユ

ル

サ

レ

テ

コ

ソ
候

ケ

ル

ニ
」
（

巻
ニ

ー
四

三

ウ
）

と

あ

る

。

以

上

か

ら

す
れ

ば
、
「
中

比

ハ

無
下

二
打
下

テ

官

途

モ

浅

ク

」

と

は

、

桓

武
平

氏

が
、

今

で

は
下

国

の

受

領

し

か
拝

任

で

き

な

い
身

分

に
ま

で

成

り
下

が

っ
た

様

を

言

っ
て

い

る
こ

と

が
分

か

る

。

そ

れ

は
、

巻
頭

の

「
国

香

ヨ
リ
貞

盛

、

経

衡

、
正

度

、
正

衡

、
正

盛

二
至

マ

デ
六

代

ハ
、

諸

国

ノ
受

領

タ
リ

ト

イ

ヘ
共

、

未

殿

上

ノ

仙

籍

ヲ

バ
ユ
リ

ズ
」

と

す

る

記
事

に
対

応

す

る
。

そ

の
点

、

②

③

の
記

事

は

、

そ

の
下

国

の
受

領

に
も

な

れ

な

い
と

あ

り

、

巻
頭

記

事

や
本

話

、

さ

ら

に

は
①

の

記

事

と

も
不

整

合

を

来

す

こ

と

と

な

る
。

貞

盛

の
子

維

衡

以

降

の
受

領

任

官

の

経

歴

を

『

尊

卑
分

脈

』

に

よ

っ

て
調

べ
て

み

る
と

、

維

衡

「

上

野

・
常

陸
介

、

伊

世

・

陸

奥

・
出

羽

・

伊
豆

下

野

・

佐

渡

守

」
、
正

度

「
常

陸

介

、
出

羽

守

、
越

前

守

」
、

正

衡

「
出

羽

守

」
、

正

盛

「
備

前

守

、

讃

岐

守

」

な

ど

と

あ

る

。

こ

の
内

、

維

衡

の
上

野

介

（
『

御
堂

関

白

記

』

寛
弘

三

年

六

月

十

三

日

条
）
・

常
陸

介

（
『
左

経

記

』

寛

仁

四

年

九
月

十

九

日
条

）
、
正

衡

の

出

羽

守

（
『

本

朝

世

紀

』

康

和
元

年

正

月

二

十

三

日
条

）
、正

盛

の

備
前

守
（
『
殿

暦

』
永

久
元

年
十

月

一
日

条

）・
讃
岐

守
（
『
中

右

記
』
保

安
元

年
十

二

月

十

四

日
条

）
な

ど

記

録

で
確

認

で

き

て

い

る
。
『
延

喜

式

』

に
よ

る
国

の
格

付

け

も
、

陸

奥

（

大

国

）
、
出

羽

（
上

国

）
、

常

陸

（

大

国

）
、

上

（
二
し
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Ｔ

．）

野
（
大
国
）
、
備
前
（
上
国
）
、

讃
岐
（
上
国
）
で
あ
り
、
維
衡
か
ら
正
盛

に
か
け
　
　
　

よ
う
に
な
っ
た
」
（
高
橋
昌
明
）

も
の
と
推
定

さ
れ
て
い
る
。
　

○
常
ハ
伊
賀
伊

て
下

国
の
受

領
に
も
な
れ
な
い
と
い
っ
た
事
実
は
見

ら
れ

な
い
。
ま
た
、
長
徳
四
　
　
　

勢

ニ
ノ
ミ
居
住
セ
シ
人
ナ
レ

バ
　
「
伊
賀
伊
勢
」
と
す

る
の
が
、
他

に
〈
四
・
長
・

（
九
九
八
）
年

に
平
維
衡
と
平

致
頼
の
争
乱
に

つ
い

て
記
し
た
『
権
記
』

の
記
述
　
　
　

屋
〉
、
「
伊
勢
」
と
す

る
の
が
、
〈
延
・
覚
〉
。
高
橋
昌
明

に
よ
れ
ば
、
伊
勢
平
氏

の

に
「
前
下

野
守

維
衡
、

散
位

致
頼

等
、

率
二
数
多
部
類
・
、
年

来
之
間

住
二
伊
勢
国
　
　
　

最
も
古
い
根
拠
地
は
、
三
重
郡

を
中
心
と
す
る
北
伊
勢
地
域
か
（
三
六
頁
）
と
し
、

神
郡
・
、
為
こ
国
郡
・
多
有
二
事
煩
・
、
致
二
人
民
之
愁

し
（
長
徳
四
年
十
二
月
十
四
日
条
）
　
　
　
伊
勢
平
氏
の
祖
は
、

維
衡

か
あ

る
い
は
貞
盛

に
ま
で
遡
る
か
と
い

う
（

二

一
頁
）
。

と
あ
る
よ
う
に
、
彼
ら
が
「
年
来
の
間
」
伊
勢
に
「

住
」
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
　
　
　

な
お
、
伊
賀
平

氏
に
は
、
平
正

盛
・
忠

盛
・
清
盛
等
に
仕
え
た
、
平
家
貞
と
そ
の

る
。
伊
勢
に
居
住
し

た
の
は
、
け
っ
し

て
「
近
来
」
で
は
な
く
遅
く
と
も
維
衡

の
　
　
　

子
家
実
・
家
継
・
貞
能
父
子
や
、
平

頼
盛
家
人
の
平

宗
清
等
が
い

る
。

時
代
、
場
合
に
よ
っ
て
は
貞
盛
の
代

に
「
何
ら
か
の
形

で
伊
勢
と
関
係
を
有
す

る
　
　
　
【
引
用
研
究
文

献
】

＊
高
橋
昌
明
『
清
盛
以
前
－

伊
勢
平

氏
の
興
隆
－

』
（
平
凡
社

一
九
八
四
・
５
．

増
補
改
訂
版
、
文
理
閣
二
〇
〇
四
・
1
0）

兼
家

三

妻

錐

或
人

ノ
中

，
ケ
ル

ハ
、
「
忠

盛

心

憂

、
モ

，
ハ

ヤ

サ

レ

ツ
ル

者

哉

、

イ

カ

バ

カ
リ

ロ

惜

，
カ

リ

ケ

ン

。
其

。
，
答
ヘ
ヲ

バ

イ

カ

ニ

セ

ザ

リ

ケ

ル

ヤ

ラ

ン
、

，
痛

ク
心

ヲ

ク

レ

セ

ヌ

，
男

ト

コ

ソ

、
世

ニ

，
知

タ
ル

ニ
」

ト

申
，
ケ

レ

バ
、
又

或
人

ノ
語

，
ケ

ル

ハ

、
「

昔

モ
係

ル

タ

メ

シ

ナ
キ

ニ
ア

ラ
ズ

。

，
村

上

。
帝

ノ
御

宇

、

左

中

将

兼

家

上

今

人

ア
リ

。

北

。
方

ヲ

三
「
二
九
人

，
持

、
タ

レ

バ
、
異

名

二

八
三

妻

錐

卜
申

，
ケ

リ
。

或

時

此

夕
一
人

ノ
北

。
方

、

一
所

二
寄

，
合

。
テ

、

，
妬
。
色

ノ

顕

。
レ
テ

、

打
ち
合

。
取

，
合

昌

髪

カ

ナ

グ
リ

、

衣

引
，
破

リ

ナ

″
ン

ド

シ
テ
見

苦

，
カ

リ

ケ

レ

バ
、
中

将

ハ
「

穴

六

借

」

ト

テ

、

宿

所

ヲ

捨
て
テ
出

で
給

。
ヌ
。

取

，
サ

フ

ル
者

モ
1
2ナ

ク
テ

、
二

三

日

マ

デ
組

人
口
。
テ
、

息

ツ
牛
居

タ
リ
。
二

人

ノ
打
渥

９

ハ

、
常

ノ
事

也

。
1
3マ

シ
テ
三
人

ナ

レ

バ
、
誰

ヲ
1
4敵
共

ナ

ク
、

向
。
フ
ヲ
1
5敵

卜
打

、
合

。
ケ
ル

コ

ソ
咲

シ
ケ

レ
。
是

モ
五

節

二
拍

子

ヲ

カ

ヘ

テ
、
「
取

、障

ル

人

ナ

牛
宿

ニ

ハ
、

三

妻
錐

コ
ソ
1
6倭

裳
口
ナ

レ
。

穴
広

々

ヒ

ロ
牛

穴

カ

ナ
」

ト

ハ

ヤ

シ
ケ

リ
。

【
校

異

】
Ｉ
〈
近

〉「

モ

」
な

し

。

２
〈
蓬

〉「

は

や

さ

れ

た
り

つ
る

物

か

な
」
、
〈
静

〉「

は
や

さ

れ

た

り

つ

る
者

哉
」
。

３
〈
近

〉「

こ

た

へ
」
、〈
蓬

〉「

答
」
、〈
静

〉「

答
」
。

４
〈
近

〉

「

い

た

は
し

く
」
、
〈
蓬

〉
「
痛

し

く
」
、
〈
静

〉
「

痛

し

く
」
。

５

〈
近

〉
「

を

の

こ
と

こ

そ
」
、
〈
蓬

〉
「
男

と

こ

そ
」
。

６

〈
近

〉
「

し

り

た

る

に

と

」
、
〈
蓬

・
静

〉
「

し

ら

れ

た

る

に
と

」
。

７

〈
蓬

・

静

〉

こ

こ
よ

り
段

落

替

え
。

８

〈
近

〉
「

も

た

れ

た
り

け

れ

は
」
、
〈
蓬

・

静

〉
「

も
ち

た
れ

は
」
。

９

〈
近

〉
「
ね

た

み

の

い

ろ

あ
ら

は
れ

て

」
、
〈

蓬

・
静

〉

「

妬

色

の

あ
ら

は
れ

て

」
。
1
0
〈
蓬

〉
「

か
み

に
」
、
〈
静

〉
「

髪

に
」
。
1
1
〈
近

・
蓬

・
静

〉
「

ン
」

な

し

。
1
2
〈
蓬
〉
「

な
く

」
。
1
3
〈
蓬

・

静

〉
「

ま
し

て
」

な
し

。
1
4
〈
近

〉
「

か

た

き

と

も

な

く
」
、
〈
蓬

〉
「
敵

と

も

な

く
」
。
1
5
〈
近

〉
「

か

た

き
と

」
、
〈
蓬

〉
「

敵

と

」
。
1
6
〈
近

〉
「

も

み

あ

ひ

け

れ
」
、
〈
蓬

〉
「

倭

合

な
れ

」
、
〈

静
〉
「

援

合

な

れ
」
。

【
注

解

」

○

或

人

ノ

申

ケ
ル

ハ
、
「

忠
盛

心

憂

モ

ハ

ヤ

サ

レ

ツ
ル

者
哉
：
・
　
以
下

の

記

事

は
、
〈
盛
〉

の
独

自

記

事

。

典

拠

・
類

話

等

未

詳

。
　

○
其

答
　
「
答

」

の
訓

、

校

異

３

参

照

。
仕

返

し

の
意

。
「

た

ふ
」

の
訓

み

も
可

能

。
〈
日

国
大

〉

は

、
「

こ

た

へ
」
　
　
　

の
用

例
と

し

て

、
『
宇

治

拾

遺

物
語

』

の
次

の

用
例

を
引

く
。
「
此

僧

、

悪

心

を

お

Ｃ
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こ
し

て
、
「
我
、

こ
の
国
の
守
と
な
り
て
、
こ
の
答
を
せ

ん
」
と
て
、
生
れ
き

て
、

今
、
国
司

に
な
り
て
け
れ
ば
、
我
力
及
ば
ず
」
（

新
大
系
九

四
頁

。
新
大
系

の
付

訓
は
、
「
た
ふ
し

。
　

○
痛
ク
心

ヲ
ク
レ
セ

ヌ
男
ト
コ

ソ
、
世

二
知
タ
ル

ニ
　

校

異
４

に
よ
れ
ば
、
「
痛
く
」
は
、
「
痛
は
し

く
」
と
訓
む

べ
き
だ
が
、
こ
こ
は
掲
出

の
よ
う
に
訓
む

べ
き
か
。
全
く
た
め
ら
っ
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
男
と
の
忠

盛
の

世
評
は
、
検
非
違
使

の
折
の
盗
賊
退

治
や
海
賊
の
追
討
使
等
の
時

に
見
せ
た
果
敢

な
忠
盛
像
の
反

映
も
あ
ろ
う
。
忠
盛
の
死
去

に
際
し
、
頼
長

は
、
「

経
Ｌ
数
国

吏
一
、

富
累
・
‘巨
万
へ

奴
僕
満
ぃ
国
、
武

威
軟
ぃ
人
、
然
為
ぃ
人

恭
倹
」
（
『
台
記
』
仁
平
三

年
一
月
十
五
日
条
）
と
書
き
留

め
て
い

る
。
　

○
又
或
人

ノ
語
ケ
ル
ハ
　
こ

の
あ

る
人
の
言

が
、

ど
こ
ま
で
続
く
の
か
は
っ
き
り
と
し

な
い
。
こ
の
後
の
兼
家

の
三

妻
錐
話
で
途
切

れ
る
こ
と
な
く
、
以
下

季
仲
・
家

継
・
忠
雅
の
話
が
続
く
こ
と
か

ら
す
れ

ば
、
あ

る
人

の
言

は
、
忠
雅
話
ま

で
を
含

む
の
で
あ
ろ
う
。
と
す

れ
ば
、

次
節
の
「
：
人

ノ
心
覚
束

ナ
シ
」
ま
で
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
発
言

の
終
わ
り

を
示

す
、
例
え

ば

Ｔ
：
ト
語
リ

ケ
リ
」
の
よ
う
な
言
葉
は
な
い
。
　
○
村
上
帝
ノ

御
宇
、
左
中
将
兼
家
ト
云
人
ア
リ
　

藤
原

師
輔
の
子
兼
家
が
左
中
将

で
あ
っ
た
の

は
、
康
保
四
年
（
九
六
七

）
十
月
七
日
～

安
和
三
年
（
九
七
〇
）
八
月
五
日
の
こ
と
。

村
上
天
皇
は
、
康
保
四
年
五
月
二

十
五

日
崩
御
。
故
に
、
左
中
将

の
頃
の
話
と
す

れ
ば
、
冷
泉
天

皇
の
御
代

の
話
と
な
る
。
　
○
北
方
ヲ
三
人

持
タ
レ
バ
　
兼
家
に

は
、
〈
尊
卑
〉
等

に
よ
れ
ば
、

道
長
・
道
隆
等
の
母

の
藤
原
時
姫
（
藤
原
中
正
女
）

や
藤
原
道
綱
の
母
（
藤
原
倫
寧
女
）
、
保
子
内

親
王
（
村
上
天

皇
第
三

皇
女
）
、
藤

原
忠

幹
女
（
藤
原

道
義
母

）
、
藤
原
国
章
女
（
麗
景
殿
女
御
母
）

等
が
い
る
。
こ

の
逸
話

は
史
実

に
基
づ
く
と
い
う
よ
り
は
、
『
蜻
蛉
日
記
』

で
、
町

の
女

に
嫉
妬

し

た
道
綱
母

が
兼
家
を
閉
め
出
し
た
逸
話

の
よ
う
な
も
の
か
ら
変
化
し
た
俗
説
と

見

ら
れ
る
。
　
○
穴
広
々
ヒ
ロ
キ
穴
カ
ナ
　
家
継
譚
と
家
成
譚
と

が
、
婿
に
成
る

あ
る
い
は
婿
を
取

る
類
話
で
あ
る
よ
う
に
、
本
話

は
、
次
の
季
仲
譚
の
「
穴
黒
々

黒
牛
頭
哉
：
・
穴
白
々
白

牛
頭
哉
」
を
共
通

さ
せ

る
類

話
（
今
井
正
之
助
教
示
）
。

『
和
漢
三
才
図
会
』

に
、
円
錐
・
方
錐
（
四
方
岐
利
）
・
三
稜
錐
・
三
又
錐
・
壷
錐

を
記
す
が
、
三
稜
錐
は
、
円

錐
や
方
錐
よ
り
も
大

き
な
穴
を
開
け
る
の
に
適
し
て

い
る
。
故

に
こ
ん
な
意
に
な
ろ
う
。
兼
家
亭
で
は
、
三
目
錐
の
よ
う
に
三
人
の
妻

が
揉
み
合

っ
て
い

る
。
な
ん
と
大
き
な
穴
が
空
く
こ
と
で
し
ょ
う
よ
の
意
か
。

（

…

…
）
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